
この新しい世界史では、古代から現在までの歴史過程を、
それぞれの地域での文明の成立期、各文明の交流期、さら
に欧米文化による世界の一体化期、そして一体化が深化し
たグローバル化世界の４期に分けています　 　  　。つま
り歴史を、各地域を軸に、それらが時間とともにどのように
変容してきたのか、また各地域が相互にどのように交流し
たり、競合したり、対立したり、合同したり、分離したりし
たのかをみていくのです。そのなかで各地域もさまざまに
変容し、拡大したり、縮小したり、あるいは消滅したりする
こともおこりました。
　グローバル化の深化とともに、各地域・国家は同質的な
構造の世界に変容していくかのように見えてきました。し
かし、グローバル化した世界では、地域や国家の多様性
がかえって増大しているのです。たとえば、先進地域の人
口は現在停滞か縮小に向かっています。一方、発展途上
地域では人口は増えつつあり、両地域の格差や対立が広
がりつつあるのではないかと指摘されています。こうした
問題を理解するには、個々の地域や歴史などそれぞれの特
有な形成過程から、グローバル化した世界を考える視点が
求められます。歴史総合で学んだことを踏まえて、その理
解をさらに深める助けとなるよう願っています。

➡p.104

世界史教科書の作成においては、一定のバランスと安定
性を保ちつつ、歴史研究の進展に即応した新しい内容を取り
入れていくことが課題となります。今回、「世界史探究」と
いう新しい科目の教科書として『詳説世界史』を編集するに
際しては、気鋭の研究者を多数新たな執筆陣として迎え、近
年の歴史研究の成果に基づき、内容の刷新を図っています。
　東アジア・東南アジアに関しては、諸地域間の影響・対
立関係や文化的融合の状況について現行版以上に留意し、
一国史の束にとどまらない歴史のダイナミックな動きを読み
取っていただくよう工夫しています。図版や史料も、そのよ
うなポイントを考慮して、いわゆる定番ではない新味のある
ものも選ばれていますので、「問い」と合わせて、本文と有
機的に結びつけて活用していただければ幸いです ➡p.108 。

用語の選択については、今までゴチック体であった語を注に
移しているなど、従来との相違にお気づきの点もあるかと思い
ます ➡p.106 。これらは、単位数削減に伴う用語精選の必要
とともに、研究の現状に依拠するという観点から、今後のスタ
ンダードとなることを見据えて、教科書としての安定性も考慮
しつつ慎重に検討した結果のものです。これらの新しい特色を
生かして授業・学習をおこなっていただくことを願っています。

　第Ⅰ部の１・４章と第Ⅱ部の７章では、ヨーロッパに文明が
生まれ、周辺諸地域と交流しながら変容し展開していく流れが
描かれています。

のち世界の一体化を主導していくヨーロッパ文明ですが、そ
の誕生の起源をたどると、実は西アジアやエジプトの古代文明
から色濃く影響を受けていたことがわかります。近年、ポスト=
コロニアリズムの影響を受けて西欧中心主義的な歴史観が反省
を迫られていますが、古代ギリシア・ローマ文明の見方も例外
ではありません。ポリスという都市国家を古代ギリシア人が建
設するにあたっては、オリエント文明からさまざまなアイデア
を取り入れました。ローマ人はその都市国家体制からスタート
して、ついには地中海世界を統一しました。ローマ帝国が崩壊
したあとに成立した西ヨーロッパ世界は、やがて近代資本主義
体制の中核としての地位を獲得していきます。ユーラシア大陸
西端の一地域にすぎなかったヨーロッパが、近代世界の成立に
大きな役割を果たすようになった背景には、それ以前から積み
上げられていたさまざまな歴史的条件が働いていたと言えます。

今回の教科書では、その一連のつながりがわかりやすいように
構成を大きくあらため、設問や史料も一新して、近代以前のヨー
ロッパ世界の成り立ちがより明快に把握できるよう配慮しました。

木村靖二
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東京大学名誉教授（ドイツ近現代史）

橋場 弦
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お茶の水女子大学名誉教授（中国明清史）
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●グラフ・図表	 �52点（グラフ9＋図24＋表19）
●文字資料	 50点
●二次元コード	 29点

世界史の枠組みを体系的に学べる
信頼の教科書
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　今回の執筆は教科書の構成と内容を大きく見直す機会とな
りました。全体として最近の研究成果を取り入れるとともに、
世界史理解のバランスをとるように努めました。私が担当し
た部分での新しさとしては、下記の点を挙げることができます。
　従来の地域名称「内陸アジア」を「中央ユーラシア」に改
め、遊牧民の活動が東アジアや西アジアなどユーラシアの各
地に与えた影響や相互関係が理解しやすくなるようにしました
　 　 　  。中央ユーラシアを統合したモンゴル帝国について
は、同時代の東西交流の説明を拡充し、ティムール朝はモン
ゴル帝国に続けて解説することで両者の関係性がわかるよう
に工夫しました。

西アジア関係ではイスラーム教成立後の記述を一新し、イ
スラーム圏の広がりと役割をより鮮明とするように努めました。
文化面にも目配りしたほか、オスマン帝国については成立か
ら近代に至るまで見通せるように配慮し、現代の中東につい
ては重要なテーマとしてパレスチナ問題とイスラーム主義の
展開に留意しました。

また、図版については歴史的なイメージを喚起するものを
採用しました。たとえば、世界地図「混一疆理歴代国都之図」

（教科書147頁）などは是非じっくりと見ていただきたいと思
います。

➡p.106

小松久男
（こまつひさお）

東京大学名誉教授（中央アジア近現代史）

● �判型を大きくし（A5判→B5変型判）、図版や図表・文字資料を大幅に増やしました。
● �二次元コードから、図版・史資料をより詳しく見ることができるようにしました。
● �第Ⅳ部の第19章には、現代の課題を歴史的にみるコラム「現代世界への視点」を設けました。

探究活動に取り組みやすい
大きな図版・豊富な史資料 ➡p.110-111

● 分野・時代・地域をバランスよく、背景や因果関係も丁寧に記述しました。
● �近年の歴史学の研究成果を豊富に盛り込み､ 日本史も含めた同時代のつながりにも配慮しました。

バランスよく、わかりやすい丁寧な記述 ➡p.106-1071

● �章・節、小見出しなど随所に「問い」を設けて、学習目的が明確にわかるようにしました。
● �第Ⅰ部〜第Ⅲ部の冒頭に「第〇部を学ぶ前に」を、終わりには「まとめ」を設け、構造的に世界
史を理解できるようにしました。

時代の特色をつかむ多様な問いかけ ➡p.108-1092

3

message
※教師用指導書は ➡p.132 をご参照下さい。
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分野・時代・地域を
バランスよく
構成しています。

新学習指導要領に対応した４部構成です。
世界の歴史の大きな枠組みと展開を部ごとに構成しています。

さらなる探究活動を想定し、二次元コードから、本文に掲載した図版の全体図や
部分拡大、追加の図版・文字資料などを参照できるようにしました ➡p.111 。

各部の終わりには、世界史の枠組みや展開を構造的に
理解するために、「まとめ」➡p.109 を設けました。
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第Ⅰ部～第Ⅲ部の冒頭に、諸資料を用いて、生徒の関心を高め
課題意識を育む「第〇部を学ぶ前に」➡p.108 を設けました。
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412．秦・漢帝国

5

10

15

20

の称号である「皇帝」を名乗って（始
し

皇
こう

帝
てい

）、度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字の統一や思

想の統制❷をおこなった。また、北方では戦国時代以来の長
ちょう

城
じょう

を修

築して匈
きょう

奴
ど

と戦い、南方では華
か

南
なん

に進出した。

　しかし、あいつぐ軍事行動や土木工事の負担に人々は苦しみ、始

皇帝が死去すると東方各地で反乱がおこって❸、秦は滅亡した。その後

の混乱のなかで、楚
そ

の名門出身の項
こう

羽
う

を破った農民出身の劉
りゅう

邦
ほう

が、諸勢

力から皇帝に推戴され（高
こう

祖
そ

）、漢
かん

王朝を開いた（前
ぜん

漢
かん

）。

漢代の政治 Q▶  漢の支配体制は、どのように変化していったのだろうか。

　漢は秦の制度の多くを引き継いだ。高祖は秦の都咸
かん

陽
よう

の近くに新都長
ちょう

安
あん

（現在の西
せい

安
あん

）を建設し、統一以前の秦の領域を郡県制によって直接支

配する一方、功
こう

臣
しん

や一族を王に任じて、かつての東方諸国の領域の支配

をゆだねた❹。対外的には、冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもとで強大化した匈奴に敗れ、

こののち漢は匈奴に屈服して和平をはかった。

　高祖の死後、皇帝と諸王の対立が深まり、やがて軍事衝突に発展した

（呉
ご

楚
そ

七
しち

国
こく

の乱）。これに勝利した皇帝は、諸王国の統治に干渉するよう

になった。前 2 世紀後半に即位した武
ぶ

帝
てい

は、匈奴を撃退するとともに、

諸王の実権を奪い、南
なん

越
えつ

国❺や衛
えい

氏
し

朝鮮❻を滅ぼして、漢の支配下に入

れた。また、張
ちょう

騫
けん

を大
だい

月
げっ

氏
し

に派
は

遣
けん

したことをきっかけに、中央アジアの

交通路をおさえて、タリム盆地 一帯にまで勢力をのばした。

　武帝は、地方長官の推
すい

薦
せん

で官
かん

吏
り

を選任する人事制度（郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

）をとり、

諸王国にも中央から官吏を派遣し、さらに監察官を送って全国を監視し

た。経済面でも、塩・鉄の専
せん

売
ばい

や物価調整策❼などによって国内の統合

在位前221～前210

❷実用書以外の書物を焼却し
（焚

ふん

書
しょ

）、多くの学者を穴埋め
にした（坑

こう

儒
じゅ

）とされる。

→p.39

❸最初に陳
ちん

勝
しょう

・呉
ご

広
こう

による農
民反乱がおこった。陳勝の「王

おう

侯
こう

将
しょう

相
しょう

いずくんぞ種
しゅ

（家
いえ

柄
がら

）あ
らんや」という言葉は、戦国
時代以来の実力主義の世

せ

情
じょう

を
表している。

→p.33 前232～前202 前247～前195

在位前202～前195 前202～後８

❹漢の初期の支配体制を、郡
県制と封

ほう

建
けん

制
せい

（→p.32）を併用
したという意味で、「郡

ぐん

国
こく

制
せい

」
と呼ぶこともある。

→p.39

前154

在位前141～前87

❺秦末の混乱期に独立した国
家で、広

カン

東
トン

・広
こう

西
せい

・ベトナム
北部を中心に、その周辺にま
で勢力をおよぼした。

❻前 2 世紀に衛氏が朝鮮西北
部に建てた国家。武帝はこれ
を征服して楽

らく

浪
ろう

などの郡をお
いた。

？～前114 →p.39

→p.39

❼各地の特産品を国家がほか
の地方へ輸送して物価を均一
にする政策（均

きん

輸
ゆ

）と、貯蔵し
た産物の価格が上がると売り
出し、下がると買い入れて、
物価の水準を保つ政策（平

へい

準
じゅん

）
があった。

秦・漢の青
せい

銅
どう

貨
か

幣
へい

秦の半
はん

両
りょう

銭
せん

（左、p.34も参照）と漢の武
帝の時代に発行された五

ご

銖
しゅ

銭
せん

（右）。円
えん

形
けい

・方
ほう

孔
こう

の銅銭は、
始皇帝の征服活動を経て東方
に広まり、漢に受け継がれて
東アジアの貨幣の基本形とな
った。

始皇帝陵
りょう

の兵
へい

馬
ば

俑
よう

兵
士と軍馬をかたどった
俑（陶

とう

製
せい

の像）。約8000

体すべての造形が異な
る。始皇帝の強大な権
力と、それを守る難し
さを伝えている。

兵馬俑
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371．中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
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中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
Q▶  中央ユーラシアの人々の動向は、世界の歴史にどのような影響を与えたの
だろうか。

中央ユーラシアの風土 Q▶  中央ユーラシアの風土に適応して、人々はどの
ような生活を営むようになったのだろうか。

　ユーラシア大陸の中央部は、パミールの東西にのびる大山脈が高温多

湿のアジアの季節風（モンスーン）をさえぎるために乾燥し、寒暖の差が

大きい大陸性気候を特徴とする。ここには東のモンゴル高原から西の黒

海北岸にかけて広大な草原が連なり、その南にはいくつもの砂漠が広が

っている。そして、砂漠のあいだには高山地帯の雪
ゆき

解
ど

け水
みず

を水源とする

中央アジア❶のオアシスが点在する。この広大な空間を中央ユーラシ

ア❷と呼ぶ。ここでは、きびしい環境に適応した草原の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

や、オア

シスの定住民が活躍し、彼らは周辺の諸勢力と様々な関係を結びながら

世界史の展開に大きな役割を果たした。

❶ユーラシア大陸中央部の地
域名称。その範囲は一定では
ないが、パミールの東西に広
がる砂漠・オアシス地域と北
部の草原地域を中心とする。
現在では、カザフスタン、ウ
ズベキスタン、トルクメニス
タン、タジキスタン、キルギ
ス、中国の新

しん

疆
きょう

ウイグル自治
区などの地域にあたる。

❷内陸アジアという名称も長
く用いられてきた。

匈
きょう

奴
ど

の国家と秦
しん

・漢
かん

が現れた紀元前３世紀以降、ユーラシアの東側には、遊牧と農耕の
２つの世界が並び立った。７世紀、可

カ

汗
ガン

と皇帝を兼ねた唐の君主がこれらを統合した。

中央ユーラシアと東アジア世界

Q▶  ２つの世界はそれぞれどのような特徴をもつ社会を形成し、またどのような関係にあったのだろうか。

第2章

中央ユーラシアの
地勢と遊牧諸勢力
の移動
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ロ
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章・節・小見出しなどに「問い」
を新設しました。 ➡p.109

近年の歴史学の研究を踏まえて、世界
史B版から記述を刷新しました。また、
註を充実させてその詳細や位置づけを
わかりやすくするとともに、用語数も
精選しています。

新たな視点で、よりわかりやすく丁寧な記述
近世～近代にかけてのヨーロッパ史の記述も、近年の研究成果や新たな視点を盛り込んで刷新しました。

本文の理解を深めることが
できたり、とくに重要な史料
を掲載しています。本文の
記述を踏まえ、考察力や	
思考力を高める「問い」も	
付しています。 ➡p.110

歴史学の研究成果を反映
本書では、全体にわたって近年の歴史学の研究成果を豊富に盛り込みました。
例えば２章では、「内陸アジア」から「中央ユーラシア」へ名称を変更し、さらに中央ユーラシア・東
アジア・西アジアの相互関係についても理解できる記述としました。また、古代中国の政治や社会に
ついても記述を刷新しています。

1. バランスよく、わかりやすい丁寧な記述

記述の刷新、歴史用語の精選

新しい視点を取り入れて、従来の事項
もよりその歴史的位置づけがわかりや
すいようにしました。また、歴史的事
象のつながりなど丁寧な記述を心がけ、
「歴史総合」との接続についても意識し
ています。

新視点の導入、
わかりやすく丁寧な記述

詳説世界史

106 107

歴
史
総
合

改
訂
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イ
ン
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現
代
の
歴
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総
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わ
た
し
た
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歴
史

日
本
史
探
究

指
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そ
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他
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教
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世
界
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探
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17

強き王、アッカドの王ナラム =シンは、四方世界が彼に反乱した時、イシュタ
ル神が彼に示した愛によって、 1年で 9つの戦いに勝利した。そして彼ら立ち
上がった王たちを捕らえた。彼が彼の町の基礎を危機から守ったことを見て、
彼の町〔の人々〕は、エアンナのイシュタル神、ニップルのエンリル神、トゥト
ゥルのダガン神、ケシュのニンフルサグ神、エリドゥのエア神、ウルのシン神、
クタのネルガル神に、彼をして彼らの町の神となるように願った。そして彼ら
は、アッカド市の中に彼のための神殿を建立した。 （歴史学研究会編『世界史史料 1』）

  前7000頃　　　　　　　　前3000頃  　　　　前2650頃　　　　　前2370頃　　　　　前2000頃　　前1900頃　　前1700頃　前1650頃　前1550頃　前1500頃　　 前1300頃
●

農
耕
・
牧
畜
の
開
始

●

エ
ジ
プ
ト
に
統
一
国
家

●

エ
ー
ゲ
文
明
お
こ
る

●

エ
ジ
プ
ト
・
中
王
国
時
代

●

ク
レ
タ
文
明
お
こ
る

●

エ
ジ
プ
ト
・
古
王
国
時
代

●

バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
成
立

●

エ
ジ
プ
ト
・
ヒ
ク
ソ
ス
の
流
入

●

ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
が
ア
ナ
ト
リ

ア
に
強
力
な
国
家
を
建
設

●

エ
ジ
プ
ト
・
新
王
国
時
代

●

ミ
ケ
ー
ネ
文
明
お
こ
る

●

ア
ブ
＝
シ
ン
ベ
ル
神
殿
建
設

●

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

に
都
市
国
家
を
築
く

●

ア
ッ
カ
ド
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

に
統
一
王
国

Ｑ1　 西アジア以外の地域では、どのような身分の人々が統
とう

治
ち

をおこなったのだ
ろうか。また、統治者と宗教はどのような関係にあるだろうか。

Ｑ2　 資料に対する疑問や興味、または関心のある視点にもとづいて、自分自身
で第Ⅰ部への問いを立ててみよう。

Dアッカド王国・ナラム = シンに関する碑
ひ

文
ぶん

（前23世紀）と戦勝記念碑　上はアッカド人の
王国で最盛期を築いたナラム =シン王の事績に
ついて述べた碑文。右はナラム =シンが近隣の
民族を征服した際の記念碑（部分）。

Eアブ = シンベル神殿　紀元前
13世紀頃にエジプトの王（ファラ
オ）ラメス（ラメセス）2世により
造営された、太陽神ラーを祭神と
する岩

がん

窟
くつ

神殿。その入口には、青
年期から壮年期までのラメス 2 世
を模した、 4体の巨像がおかれて
いる。

Eのような巨大な建造物は、ど
のような人々によって建てられた
のだろうか。また、なぜこのよう
な事業が可能であったのだろうか。

Dから、それぞれの町（都市国
家）と神、また王と神は、どの
ような関係であったと考えられ
るだろうか。

古代の西アジア・東地中海地域のおもなできごと
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第Ⅰ部～第Ⅲ部の終わり
に「まとめ」を設けました。
「まとめの問い」とあわせて、
世界史の枠組みやその展開
を構造的に理解する一助と
しています。

充実した「問い」や部の「まとめ」

考察をまとめ、さらに生徒が自分自身で
部の学習に対する問いや目標を立てる	
ことができるように工夫しています。

テーマにそった図版・文字資料の読み解きを
積み重ねることで、部の学習内容に対する	
考察を広げられるようにしました。

部を貫く視点や概念の一例として、第Ⅰ部では身分・階級や王権と
宗教との関わりを、第Ⅱ部ではヒトやモノの移動および経済との関
わりを、第Ⅲ部ではマスメディアについて取り上げました。

節・小見出しの「問い」の解答例は、
『詳説世界史　教師用指導書授業
実践編』に掲載しています。

・�章冒頭に、章内容の概観と、それを理解するためのヒントとして「問い」を設けています。
・�節冒頭や小見出しにも「問い」を設け、学習の内容や目的を明確化しています。「問い」は本文を読んで解答可能な内
容にしました。

「第〇部を学ぶ前に」
歴史学習に対する生徒の関心を高め、課題意識を育むために、第Ⅰ部～第Ⅲ部の冒頭に「第〇部を学
ぶ前に」を設けました。諸資料の読み解きを通して、部を貫く視点や概念などを考察し、さらに生徒
自身が独自の問いを立てられるように工夫しました。

2. 時代の特色をつかむ多様な問いかけ
「問い」の新設

振り返り学習の「まとめ」

詳説世界史

108 109
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146 第 8章　東アジア世界の展開とモンゴル帝国

5
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15

20

広
こう

州
しゅう

などが元の支配下に入り、山
さん

東
とう

半島を経て大
だい

都
と

に向かう海
かい

運
うん

と、杭
こう

州
しゅう

と大都を直接つなぐ新しい運河によって、豊かな江
こう

南
なん

もモンゴル帝国

の商業圏に組み込まれた。こうして、大都を結
けっ

節
せつ

点
てん

に、陸路と海路の交
こう

易
えき

・情報ネットワークが結合された。また、クビライが樺
から

太
ふと

・日本やベ

トナム・チャンパー・ビルマ・ジャワなどに送った遠征軍は各地域の政

治や経済・文化に大きな影響 を与え、商業圏の拡大にも寄与した。

　モンゴル帝国における陸と海の交易を担
にな

ったのはおもにムスリム商人

で、ユーラシアで広くおこなわれていた銀経済（銀による決済）が中国に

もおよんだ。元は塩の専
せん

売
ばい

を実施したほか、取引税などによって莫
ばく

大
だい

な

銀を集め、紙幣（交
こう

鈔
しょう

）を発行して銀の流通量の不足をおぎなった。利用

価値が低下した銅
どう

銭
せん

は、日元貿易を介して、日本へ輸出された。

　元の統
とう

治
ち

は中国的な官僚制度によってなされたが、中枢はモンゴル人

が握った。色
しき

目
もく

人
じん

と総称される中央アジア・西アジア出身者は、経済面

で力をふるった。金の支配下にあった契
きっ

丹
たん

人
じん

・女
じょ

真
しん

人
じん

を含む華
か

北
ほく

の人々

は漢
かん

人
じん

、南宋のもとにいた人々は南
なん

人
じん

と呼ばれた。商業に力を入れた元

は支配地域の社会や文化をさほど重視せず、儒
じゅ

学
がく

や科
か

挙
きょ

の役割は大きく

後退したが、暦
こよみ

の改良や大都の水運整備に従事した郭
かく

守
しゅ

敬
けい

 のように、実

用的な能力のある者には登用の道が開かれていた。支配層のモンゴル人

にはチベット仏教が重んじられ、都市の庶
しょ

民
みん

のあいだでは『西
せい

廂
そう

記
き

』『琵
び

琶
わ

記
き

』に代表される戯
ぎ

曲
きょく

が流行した（元
げん

曲
きょく

）。

→p.108

1231～1316

新
しん

安
あん

沈船　韓国南西部の新安沖
からみつかった、元の時代の沈
没船。いわゆるジャンク船で、
日本の寺社名を記した木

もっ

簡
かん

の荷
札とともに、膨

ぼう

大
だい

な数の陶
とう

磁
じ

器
き

や宋の銅銭が発見されている。

銀
ぎん

錠
じょう

　モンゴル帝国で流通し
た銀塊は、約 2 kgが基本単位
であった。形状は様々だが、
同じ重さのものが世界各地か
ら出土している。 2 kgの銀錠
を「元

げん

宝
ぽう

」と呼ぶ習慣は、この
のちも中国に残った。

交鈔　この写真のものにはク
ビライ時代の年号が入ってい
る。額面は様々で、これは銅
銭 2貫分の価値（もと銀錠の
50分の 1に相当）とされたも
のである。ただし、交鈔の実
際の価値は大きく変動した。

観星台（元代の天文台）　郭守敬は中国各地に設けられた観星
台において、西アジアの天文学の技術を取り入れつつ、精密
な天体観測をおこなった。そのデータにもとづいてつくられ
た授

じゅ

時
じ

暦
れき

は、日本にも受容された（江
え

戸
ど

時代の貞
じょう

享
きょう

暦
れき

）。
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15

を進めたが、こうした集権的な政策は、匈
きょう

奴
ど

との戦いなどあいつぐ外征

による社会不安や財政難への対応でもあった。しかし、徳や礼を重んじ

る儒
じゅ

学
がく

がしだいに盛んになると、行き過ぎた集権的な政策を改めて、実

情の異なる各地域に配慮した政治を求める動きが高まった。これを受け

て、前 1 世紀末には、外
がい

戚
せき

（皇
こう

后
ごう

の親族）の王
おう

莽
もう

が儒学の理想にもとづく

新たな体制❶を築いた。

　王莽は、漢の皇帝から帝位を奪って新
しん

をおこしたが、さらに踏みこん

だ改革を進めたため、反発をまねいて支持を失った。匈奴との抗争や赤
せき

眉
び

の乱などの反乱によって新は滅亡し、豪
ごう

族
ぞく

を率いた漢の一族の 劉
りゅう

秀
しゅう

が、

皇帝（光
こう

武
ぶ

帝
てい

）となって漢を復興した（後
ご

漢
かん

）。光武帝は洛
らく

陽
よう

に都をおき、

前漢末の体制を継承した。しかしその後、皇帝側近の外戚・宦
かん

官
がん

❷が対

立を繰り返すようになり、 2 世紀後半には、こうした状況を批判した官

僚・学者が宦官によって大弾圧され（党
とう

錮
こ

の禁
きん

）、中央政府への信頼は失

われた。さらに 2 世紀末、宗教結
けっ

社
しゃ

の太
たい

平
へい

道
どう

が黄
こう

巾
きん

の乱をおこすと、各

地に軍事政権が割
かっ

拠
きょ

して、220年に後漢は滅んだ。

前45～後23

❶儒学が理想とする周
しゅう

の封
ほう

建
けん

制
せい

をまねて、天に仕える皇帝
が徳によって多様な地域を統
合するというもの。また、王
莽が整えた天をまつる儀式な
どは、その後の歴代の王朝に
受け継がれた。

8～23

18～27 前6～後57

在位25～57 25～220

❷後
こう

宮
きゅう

に仕える去
きょ

勢
せい

された男
性の呼称。

166、169

184

　そもそも秦
しん

・楚
そ

・燕
えん

・斉
せい

では、土地の肥
ひ

沃
よく

さや硬さが異なります。農具の大き
さや形状も地域ごとに違い、それぞれ適したものがあるのです。ところが国家が
鉄器の製造を一手に握り、規格を統一してしまったので、鉄製農具は使いにくく
なり、農民も不便を強いられることになりました。おかげで農民は耕作に疲れ、
土地は荒れ放題となって、みな困窮しております。 （著者訳）

『塩鉄論』禁耕
秦・前漢時代のアジア

パルティア
（前1世紀）

大月氏

黄

咸陽
羌

鮮卑

烏桓
高句麗

サータヴァーハナ朝

アラル海

カ

ス

ピ
海

シル川

アム
川

イ
リ
川

ソグディアナ

カシミール

パ
ミ
ール

タリム川

貴山城

カーブル

バクトラ（バルフ）

疏勒
そろく

敦煌

長安
金城（蘭州） 漢中

蜀 巴
は

張掖
ちょうえき

洛陽

函谷関

長沙

南海

交趾
こうし

日南

珠崖
しゅがい

垓下
がいか

長江

河 済
水

楽浪

甘粛 オルドス
朔方
さくほう

パータリプトラ
マガダ

ガンジス川

パンジャーブ

エクバタナ

ペ
ル
シ
ア
湾

てん

てい

きょう

うがん

せんぴ

秦の領域
武帝以前の漢の直接支配領域
匈奴の最大領土
前漢の領域（武帝時代）
万里の長城
張騫の経路

びんえつ

クテシフォン

うてん
于闐

大宛（フェルガナ）
だいえん

烏孫
う  そん

烏塁城
うるいじょう

酒泉
しゅせん

とんこう

かんこくかん

ちょうさ

黄海

氐

滇

き  じ
亀

南シナ海

タリム盆地

閩越
インダ

ス川
秦

前漢

南越南越

衛氏朝鮮衛氏朝鮮

1000km0

白登山

Q▶これは、武帝の死後に
役人と学者が塩・鉄の専

せん
売
ばい

の是
ぜ
非
ひ
を議論した記録であ

る。この一節から、鉄の専
売はどのような意味をもっ
ていたと考えられるだろう
か。
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3634 .　現代文明の諸相

5

10

児における女性の過重負担も解消されていない。また、ア

ジアやアフリカなどでは、貧困と差別、因習によって女性

がとくに困難な立場におかれている国もある。

　一方で、20世紀後半には、先進国をはじめとする諸地域で、都市化の

進行にともなって性別をめぐる伝統的な価値観がゆらいだ。21世紀初め

までに、身体的な性とは別に、社会的につくられる規範としてのジ
gender

ェン

ダーがあるという理解が広く受け入れられるようになり、伝統的な性役

割を押し付けるのではなく、各人の個性を尊重すべきことへの理解も進

みつつある。加えて性的指向についても、本人の意思を尊重して、多様

な性のあり方を受け入れるような社会が模
も

索
さく

されている。

ジェンダー =ギャップ指数（GGI、世
界経済フォーラムGlobal Gender Gap 

Report 2020より作成）　この指数は、
国際機関などのデータをもとに世界
経済フォーラムが発表している、各
国の男女間の格差を示す指標である。
経済・教育・保健・政治の 4 分野・
14項目からなり、スコアで 1が男女
間での完全平等を示す。2020年度の
発表では、日本は総合で153カ国中
121位と、先進国中で最下位となっ
た。日本は保健分野の項目では 1 位
が多いが、教育分野では中等教育で
格差が現れ、さらに経済・政治分野
では深刻な格差が存在している。

プライド = パレード　1969年、アメリカ合衆国・
ニューヨーク市で、同性愛者の集まるバーへの取締
りを機に暴動がおこり、翌70年に暴動を記念するパ
レードが国内各地で開かれた。これはＬＧＢＴの権
利を求める運動の端

たん

緒
しょ

となり、その後もパレードは
世界各地で継続されている。写真は2016年のもの。

女性は女性らしくなければいけない、あるいは、女性
のつとめは家を守ることだといった価値観は、長いあ
いだ世界中で女性の活躍の機会を制限してきた。20世
紀後半に登場したジェンダーという考え方は、このよ
うな価値観を切り崩すのに大きな役割を果たした。身
体的な性とは別に、社会的な規範としての性があると
いうのがジェンダーの考え方である。この観点に立っ
て、女性はどうあるべきかといった規

き

範
はん

や、両性の役
割分担の実態は、歴史的に決して不変ではなく、時代
や社会状況によってかわってきたし、今後もかわりう

るということが明らかにされてきた。それでも男性中
心の社会構造はなかなかかわらないし、日本ではとく
に遅れがめだつ。両性の役割を固定的に考える発想を、
批判的に見つめ直すことが必要であろう。そうするこ
とは、女性ばかりか男性の可能性を広げることにもつ
ながる。実際、「男らしさ」という規範は、男性同士の
仲間関係をうちかためる一方で、仲間に軽

けい

蔑
べつ

されない
ようにあえて暴力的にふるまうといった行動を、往々
にして男性に強いてきたのである。

ジェンダーの考え方と両性の平等化への課題

ジェンダーとはどのような考え方だろうか。また、両性の平等をめぐって日本や世界にはどのような課題が
あるのだろうか。

Q

上位国およびおもな国の順位
順位 国名 スコア

1 アイスランド 0.877
2 ノルウェー 0.842
3 フィンランド 0.832
4 スウェーデン 0.820
5 ニカラグア 0.804
6 ニュージーランド 0.799
7 アイルランド 0.798
8 スペイン 0.795
9 ルワンダ 0.791

10 ドイツ 0.787
15 フランス 0.781
19 カナダ 0.772
21 イギリス 0.767
53 アメリカ合衆国 0.724
76 イタリア 0.707
81 ロシア 0.706

106 中国 0.676
108 韓国 0.672
121 日本 0.652

分野 スコア（順位） 19年のスコア（順位）
経済 0.598（115位） 0.595（117位）
政治 0.049（144位） 0.081（125位）
教育 0.983  （91位） 0.994  （65位）
保健 0.979  （40位） 0.979  （41位）

現代世界への視点④
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二次元コードを掲載し、図版の全体図や部分拡大、別部分（「清明上河図」〈教科書140頁〉、サン＝ヴィター
レ聖堂のモザイク〈教科書123頁〉など）、追加の文字資料などを利用できるようにしました。

遷移画面例

19章には現代世界の課題を歴史的に扱うコラム「現代世界への視点」を設けて、世界史探究のゴールとなる「地球世界
の課題の探究」につなげられるようにしました。

コラムにも、読
み解きの一助と
なる「問い」を設
けています。

歴史的事象の背景や因果関係をわかり
やすく説明し、世界と日本のつながり
にも配慮しています。

本文の理解を深めたり、とくに
重要な史料を掲載しています。
また、読み解きのポイントを
「問い」で示しました。

1 2

図版・史資料の充実、コラムの新設
判型を大きくし、図版や史料を豊富に掲載しました（写真・地図約600点、図表・文字資料約100点）。
随所に二次元コードを掲載して追加の図版・史料も利用できるようにしています。また、19章には現
代的課題に関わるコラム「現代世界への視点」を新設しました。

3. 探究活動に取り組みやすい大きな図版・豊富な史資料

世界と日本のつながり

史料で深める探究活動

デジタルの活用

コラム「現代世界への視点」

詳説世界史
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「世界史探究」は、世界の歴史の大きな枠組みと展開につ
いて理解を深め、地球世界の課題とその展望を歴史的に探
究する資質・能力を養うことをねらいとしています。生徒が
現代世界の形成とその課題を探究するためには、一人一人
の歴史に対する学びの意義や意味、動機が、これまで以上
に重要になると思われます。

そのため、『高校世界史』は、生徒が主体となって世界史
を学べるように、問いを主体とする構成になっています。各
部の最初には「アプローチ」を設け、生徒が問いを表現でき
るようになっています。「第Ⅰ部へのアプローチ」では、生業、
身分、宗教、王権などを観点にして史資料を読み解きながら、
生徒が興味や疑問をもとに、問いを表現します。また、各章
の冒頭には章を貫く問いを設け、その問いを探究するために
節・図版・節末の問いを提示しています　　　     。第Ⅰ部
の章の問いは、生業、身分、階級、王権、宗教、文化・思
想などを観点に、諸地域の歴史的特質の形成を探究できるも
のです。節・図版の問いは、各地域の歴史的特質の理解を
深め、節末の問いは、そこで学んだ歴史的特質を総括・概念
化したり、今を生きる生徒に関連付けたりすることができます。

この教科書で、生徒が問いを表現したり、問いにもとづ
いて本文や図版を考察したりすることで、歴史を探究する
面白さを感じ、主体的に歴史に向き合うことの意義や意味
を見出してくれることを願っています。

➡p.116

「世界史探究」における「世界史へのまなざし」は、この科目の
導入的性格を有するものであり、自然界や日常生活にみられる諸事
象を取り上げ、人類の歴史との関わりを考察し理解することをねら
いとしています。
　『高校世界史』では、家族の歴史を取り上げています　　　     。

「家族」のあり方は、それぞれの時代を背景に変化してきました。導
入として取り上げるのは、「親子の関係」です。私たちが当たり前の
ことと考えている親子関係も、決して普遍的なものではないことを理
解してほしいと思います。そして、現在大きく変わろうとしている家
族の問題として、「性別役割分担」を考えてみます。「男性は外で仕
事、女性は家庭を守る」という役割分担は、産業革命が進む欧米社
会で生まれ、日本では明治以降に広がり、高度経済成長期には、あ
るべき家族像とされました。

しかし、1960年代末からの学生運動、70年代のフェミニズム運動
を機に男女の平等が主張され、「性別役割分担」を前提とする家族の
あり方に転機が訪れました。では、家族における男女の平等と「性的
役割分担」はどのように変化したのでしょうか。資料③ジェンダー＝
ギャップ指数・④イギリスの俳優エマ＝ワトソンの国連でのスピー
チ・⑤６歳未満の子どもをもつ夫婦の１日あたり家事・育児関連時
間の国際比較・⑥育児休業取得率の推移・⑦研究者に占める女性
割合の国際比較などを活用し、現在の状況を考察してほしいと思い
ます。

➡p.119

学習指導要領には世界史探究の目標として、「資料等を適
切に用いて、歴史にかかわる事象について考察、構想したこ
とを効果的に説明する力」を養うことがあげられています。
そこで『高校世界史』では、「探究しよう」のページを設け、
グラフ・図版・文字資料の読み解きなどのスキル獲得を一つ
の目標としています。

例えば、第８章の「探究しよう」では、地図と文字資料の
組み合わせから、約1000年前の宋の都市である開封を「探
究」します ➡p.118 。この施設は何だろう、歩いて何分だ
ろう、どんな日常生活だったのだろう、などの問いを導入と
して、生徒同士で意見交換してほしいと思います。想像図を
描いてみようと指示すると、生徒は、建物の大きさや壁の色、
行きかう人の服装などについて考察し、自発的に当時の資料
を調べます。嗅覚や聴覚についての問いも同様です。歴史
の授業では五感を活用することはあまりありませんでしたが、
この資料から当時の調理法などに興味を持ってもらえれば、
家庭科と協力する教科横断的な授業展開もできます。同様
な都市探究には第Ⅱ部のアプローチ「カイロとウィーン」も
あるので、発展学習に利用していただきたいと思います。
　その他の「探究しよう」では、「絹織物」「綿織物」や「気
候の寒冷化」「科学革命」なども取り上げており、ほかの教
科との協力や、SDGsとの関連も意識させることができるかと
思います。
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イ
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セ
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アメリカ大陸産の栽培植物　アメリカ大陸か
ら、ジャガイモ（左）・トウモロコシ（中央）・サツ
マイモ・トマト・ピーナッツ・カボチャ・タバコ（右）
などがヨーロッパにもたらされ、生活文化に大きな
影響を与えた。

万
ばん

暦
れき

帝
てい

（在位1572～1620）
彼の治

ち

世
せい

の明は、流入する銀の
影響で繁栄し、豊かな文化が花
開いた。しかし一方で、豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の侵
しん

攻
こう

を受けた朝
ちょう

鮮
せん

を援
えん

助
じょ

するな
どの軍事行動により、財政は悪化
していった。

高価な毛皮獣クロテン　高価な毛皮を求
めて、ロシア商人は東方のシベリアへ進出し
た。16世紀末、ロシアの国庫収入の3分の
1は毛皮からのものであったといわれる。

カリブ海のサトウキビプランテーション　17世紀には、
アメリカ大陸や西インド諸島でサトウキビ・タバコ・綿

めん

花
か

などの
大農園（プランテーション）が盛んになった。

カリブ海のサトウキビプランテーション　17世紀には、

アメリカ大陸産の栽培植物アメリカ大陸産の栽培植物　アメリカ大陸かアメリカ大陸産の栽培植物

織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

（1534～82） 戦
せん

国
ごく

時代の武将で、南
なん

蛮
ばん

貿易の利益
を得つつ、日本の統一を進めた。

高価な毛皮獣クロテン
めて、ロシア商人は東方のシベリアへ進出し
た。16世紀末、ロシアの国庫収入の3分の
1は毛皮からのものであったといわれる。

万
ばんばんばん

暦
れきれきれき

帝帝
ていていていてい

（在位1572～1620）

織織
おお

田
だ

信
のぶ

長
なが

（1534～82）（1534～82） 戦
せん

国
ごく
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目次と配当時間例

高校世界史

各章に、資料読み解きのスキルや考察力が身に
つく「探究しよう」を掲載しました。
➡p.118-119

『高校世界史』は『詳説世界史』の章立てに準拠しています。
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26 第Ⅰ部  諸地域の歴史的特質の形成

古代の諸地域において
活動した人々の特色をあげてみよう
資料は紀元前2600年頃のシュメールの古代都市ウル（現在のイラクにある）の遺

い

跡
せき

から出土した横
長の箱である。「スタンダード（Standard、旗

き

章
しょう

、軍
ぐん

旗
き

）」と呼ばれているが、その実際の用
よう

途
と

は明
らかになっていない。スタンダードには、様々な人物のモザイクがほどこされている。ここに描かれ
た人々の特色から、古代の社会や暮らしについて考えてみよう。

▶p.31

第

Ⅰ
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 右の場面は下

か

段
だん

から中段、上段へと時

間の流れを追っていくように構成され

ている。下段は四頭立ての四輪戦車が描かれている。

戦車を率いている動物は馬ではなく、半ロバ（オナガー）

である可能性が高い。左
ひだり

端
はし

の半ロバは並足だが、右へ

行くほど前足が上がっていることから、１台の戦車が

しだいに速度を増していく様子とも考えられている。

中段には兵士たちが描かれている。左側の兵士は冑
かぶと

を

かぶりマントを身につけているが、右側の兵士たちの

身なりはどうであろうか。中段はどのような場面を描

いているのだろう。上段の大きく描かれた人物が中央

で、右側からやってくる人物達を待ち受けている。

右の場面は「戦争の場面」と結びつけて戦争

に勝利したあとの「祝
しゅく

宴
えん

の場面」と考えられ

てきたが、現在では宗教的な意味をもった場面とされ、「平

和の場面」や「饗
きょう

宴
えん

の場面」といわれる。下段では、穀
こく

物
もつ

を

入れた袋などが運ばれている。中段には牛やヤギ、羊
ひつじ

のほ

かに魚なども描かれている。右端の２名の人物は、胸の前

で手を組む恭
きょう

順
じゅん

の仕
し

草
ぐさ

を示し行列を導いている。なぜ、こ

のような産物が運ばれているのだろう。上段には、ひとき

わ大きく描かれ立派な腰巻きを身につけている人物と向か

い合って座る６人の男性が杯
さかずき

を手にしている。

平和の場面

資料3「平和の場面」

資料2「戦争の場面」

戦争の場面

資料2「戦争の場面

b

資料3「平和の場面

c

g
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第Ⅰ部へのアプローチ 27

Q1  人々はどのような仕事に従
じゅう

事
じ

し、どのような生活を送って
いたのだろうか。たとえば、
図 b・図 f の人々はどのよう
な生活を営んでいるのか考え
よう。ほかにも興味のある人
物をあげてみよう。

Q2  どのような身分の人がいるだ
ろうか。たとえば、図 d・図
gの人々はどのような身分だ
と考えられるだろうか。２人
とは異なる身分だと思う人物
もあげてみよう。

Q3  図eは剃
てい

髪
はつ

した人物や楽
がく

師
し

、
男性歌手が描かれている。こ
のことから、資料3は宗教的
な集まりであると考えられて
いる。人々は神に何を願い、
また、感謝したのだろうか。

Q4  図 aと図 cの王は何をしてい
るのだろう。王にはどのよう
な役割があったのだろうか。

Q5  さらに調べたいことを問いに
してみよう。

図 ba

e

f

図 d 図 g

図 f

図 e

図 a 図 c

d

資料1 ウルのスタンダード
発見者であるイギリスの考古学
者レオナード=ウーリーの説にし
たがって「スタンダード」と呼ばれ
ている。
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　第Ⅰ部では、オリエント文明などの古代文明の誕
たん

生
じょう

から東アジアと
中央ユーラシアをはじめとする諸地域ごとの歴史の様相や展開につい
て取り扱う。
　その際、生

せい

業
ぎょう

、身分、階級、王権、宗教、文化・思想などに着
ちゃく

目
もく

し
て考察する。
　たとえば王権に着目すると、古代エジプトの王は神

しん

権
けん

政治をおこない、
宗教的な儀

ぎ

式
しき

や祭
さい

事
じ

を取りおこなった。中国の王は戦いを繰り返しな
がら、集権的な統

とう

治
ち

の仕組みを整えた。ローマ皇帝は市民たちの支
し

持
じ

を獲
かく

得
とく

する政策を積極的におこない、広大な領
りょう

域
いき

の長期的な支配を可
能にした。アッバース朝の君

くん

主
しゅ

は、民族の別なくイスラーム教徒の平
等を保障し、商業活動を重視することで、国家の繁

はん

栄
えい

をもたらした。

諸
地
域
の
歴
史
的
特
質
の
形
成

Ⅰ第　　　　部

前7000頃 農耕・牧畜の開始

前6000頃 黄河・長江流域で農耕開始

前3000頃 エジプトに統一国家成立

前2700頃 メソポタミアに都市国家成立

前2600頃 インダス文明の成立

前1000頃 マヤ文明の成立

前8世紀頃 ギリシアでポリス成立

前317頃 マウリヤ朝成立

前334 アレクサンドロス大王の
　　　 東方遠征開始

前221 秦の中国統一

前202 漢(前漢)建国

前27 アウグストゥス、
　　  元首政(帝政)開始

395 ローマ帝国の東西分裂

618 唐建国

622 ムハンマドのヒジュラ

750 アッバース朝成立

800 カール大帝戴冠

962 神聖ローマ帝国成立

劉
りゅう

邦
ほう

即位　古代中国の農
民の出身であったが、おおら
かで人望が厚かった。やがて
漢
かん
(▶p.45)を建国したが、急激

な統一政策はひかえた。

ハールーン=アッラシード
即位　イスラーム教徒の平等
を確立したアッバース朝最盛期
のカリフ。バグダードの繁栄を
もたらした(▶p.81)。

ツタンカーメン王即
そく

位
い

古代エジプトの少年王。宗教改革がおこな
われた混乱期(▶p.32)に即位した。「王家の
谷」にある墓の副

ふく

葬
そう

品
ひん

がほぼ完全な形で出
土したことにより、広く知られる。

即位　古代中国の農

前1333
年頃

前202年

98年

トラヤヌス帝即位
ローマ帝国の五

ご

賢
けん

帝
てい

の１人
(▶p.74❺)。みずから兵を率い
て遠
えん

征
せい

を繰り返した。現在の
ルーマニアまで進出し、ローマ
帝国の最大領域を実現した。

786年

ツタンカーメン王即
そく

位
い

   25

5

10
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28 第1章  文明の成立と古代文明の特質

文明の誕生
各地で始まった農耕と牧畜は、人々の暮らしをどのようにかえたのだろうか。

1

　　　　　　　　　　　約１万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温
おん

暖
だん

化
か

し、自然環
かん

境
きょう

が大きく変化したため、新
しん

人
じん

は地域ごとの多様な環境に適
てき

応
おう

していった。そのなかでもっとも

重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽
さい

培
ばい

とヤギ・

羊
ひつじ

・牛などの飼
し

育
いく

が始まったことであった。これが農耕 2・牧
ぼく

畜
ちく

の

開始である。これにより人類は積極的に自然環境を改変する能力を

身につけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・

採
さい

集
しゅう

を中心にした獲
かく

得
とく

経済から、農耕・牧畜による生産経済に移る

という重大な変
へん

革
かく

をとげたのである。その結果、人口は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に増

え、文明成立の基
き

礎
そ

が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集
しゅう

落
らく

に住み、織
おり

物
もの

や土
ど

器
き

3をつく

り、また石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま

製
せい

石器 1を用いた。新石器時代の始ま

りである。このような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッ

農耕と牧畜のはじまり

▶p.15

2 農耕をおこなう男女 牡
お

牛
うし

に犂
すき

を牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その後につづいて種をまく女性。前1200年頃のエジプトの壁画。

1 磨
ま

製
せい

石器 砥
と

石
いし

を使って表面を磨
みが

い
た石器。研

けん

磨
ま

の技術は新石器時代の
農耕開始とともに発達し、石斧・石臼な
どが製作・使用された。

5

10

15

20

文明の成立と古代文明の特質
世界各地で、自然環境にもとづいて多様な古代文明が成立し、その
もとでは王などの権力者を中心とする社会や文化も形成された。古
代文明において、王は人々にとってどのような存在であったのだろうか。

1第 章
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1 文明の誕生 29

パ・アフリカの各大陸に広がった。

　　　　　　　初期の農耕は雨水だけに頼り、また肥
ひ

料
りょう

を用いない

方法によっていたため、収
しゅう

穫
かく

が少なく、耕地もかえ

ていかなくてはならなかった。しかし、メソポタミア（ほぼ現在の

イラクにあたる）をはじめとする地域で灌
かん

漑
がい

農業❶が始まると食料

の生産力は高まり、余裕が生まれるにつれて貧
ひん

富
ぷ

の差の拡大や仕事

の分業化が進んだ。こうして権力者が多くの人々を統一的に支配す

る国家という仕組みが生まれた。ナイル川、ティグリス川・ユーフ

ラテス川、インダス川、黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

の各流域には高度な文明 4が誕
たん

生
じょう

し、やや遅れてアメリカ大陸にも独自の文明が形成された。

　こうした文明においては、宗教や交
こう

易
えき

の中心である都市が生まれ

た。武器や工具などの金属器がつくられ、また多くの文明では政治

や商業の記録を残すための文字が発明された。ここから人類史は、

歴史時代に入っていった❷。

文明の成立

❶堤
てい

防
ぼう

や水路で川の流れをコント
ロールし（治

ち

水
すい

）、農作物をつくるた
めに水を引いて土地を潤

うるお

して耕作す
る農業のこと。

▶p.32

▶p.30 ▶p.35 ▶p.37

▶p.40

❷16世紀頃に始まる「世界の一体
化」(▶p.130)の以前にも、世界各地で
は言語や宗教を共通の基

き

盤
ばん

として、
独自の特

とく

徴
ちょう

をもつ文化的なまとまりが
形成されていた。本書では、こうし
たまとまりを「東アジア世界」「地中海
世界」などの表現を用いて示してい
る。

文明の誕生は人々の関
係をどのようにかえた

のだろうか。

まとめ
1

4 おもな古代文明とその遺
い

跡
せき

長

黄
河 りゅうざん

竜山

ぎょうしょう
仰韶

いんきょ
殷墟

江
ハラッパー

モエンジョ＝ダーロ

メンフィス

ナ

ル
イ

川

テーベ
ウル
バビロン
ニネヴェ

テオティワカン チチェン＝イツァ

アステカ文明

マチュ＝ピチュ クスコ

インカ文明

イ　ン　ド  洋
洋

マヤ文明
エジプト文明

インダス文明

中国文明
メソポタミア文明

ユーフラテス川

コンゴ（ザイール）川

ニジェール川

ザンベジ川

インダス川インダス川

ティグリス川ティグリス川

太

平

洋

太

平

洋

大

西

エーゲ文明

赤道

3 彩
さい

文
もん

土器　表面に彩
さい

色
しき

文
もん

様
よう

をつけた土器を彩文
土器という。貯

ちょ

蔵
ぞう

やビール・ワインなどの酒
しゅ

器
き

として用
いられたが、模

も

様
よう

は左のような幾
き

何
か

学
がく

文
もん

から徐々に右の
ように動物も描かれるようになっていった。
なぜ幾何学文だけでなく、動物も描かれるようになっ

たのだろうか。考えてみよう。

5

10
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本文の理解を深めるために、
図版などの資料にも「問い」を
付けています。

第Ⅰ部～第Ⅲ部の冒頭に、各部の学習の目的を明確化する「第○
部へのアプローチ」を設けました。
各部を貫く視点の一例として、第Ⅰ部では王権や身分・階級、
第Ⅱ部では都市の発達や交易の拡大、第Ⅲ部では交通の発達や
人々の国際的な移動について取り上げました。
著者messageもご覧ください。 ➡p.112

章の冒頭に、章全体の学習内容をまとめた概観と、それを理解
するためのヒントとして「問い」を設けています。

節末の「問い」は、その節のまとめや、
さらに生徒に考えさせる発展的な内容
にしています。
〈そのほかの問いの例〉

54 第2章  中央ユーラシアと東アジア世界

唐の女性はどのような生活をしていたのだろうか
　唐代には、周辺地域との交流を背景に国際的な文化が花開いた。人々は様々な民族の文化を受け入れ、男性だけ
でなく女性のあいだにも流行した。

探
究
し
よ
う

ものであった。また、塩の専
せん

売
ばい

も重要な財源となり、こ

れらの新税制で財政を再
さい

建
けん

した唐
とう

は、こののちも国力を

保った。しかし支配は安定せず、９世紀後半に塩の密
みつ

売
ばい

人
にん

の黄
こう

巣
そう

がおこした反乱（黄巣の乱）が全国に拡大し、10

世紀初めには節
せつ

度
ど

使
し

の朱
しゅ

全
ぜん

忠
ちゅう

によって唐は滅ぼされた。

　こののち華
か

北
ほく

で交
こう

替
たい

した５つの王朝❿と、そのほかの

地域で興
こう

亡
ぼう

した10あまりの国をあわせて、五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

とい

う。武
ぶ

則
そく

天
てん

の時代から五代十国にかけて、貴族はしだい

に衰え、かわって小
こ

作
さく

人
にん

（佃
でん

戸
こ

）に土地を貸して小作料をとる新
しん

興
こう

の

地
じ

主
ぬし

層
そう

の力が強まった。これにともなって文化面では、形式化した

貴族趣
しゅ

味
み

を離れて個性的な技法を追
つい

求
きゅう

する動きが現れた。呉
ご

道
どう

玄
げん

の

山
さん

水
すい

画
が

や顔
がん

真
しん

卿
けい

7の書法などがその例である。さらに韓
かん

愈
ゆ

や柳
りゅう

宗
そう

元
げん

は、より自由な表現を可能にするものとして漢代以前の文体に注目

し、古文の復
ふっ

興
こう

を主張した。

？〜884 875〜884

852〜912

❿朱全忠がたてた後
こう

梁
りょう

と、以後の
後
こう

唐
とう

・後
こう

晋
しん

・後
こう

漢
かん

・後
こう

周
しゅう

の５王朝
を指す。

907〜979

８世紀頃

709〜785頃 768〜824 773〜819

Q1 資料1 ・2から、あなたは唐代の女性たちにどのようなイメージをもつだろうか。
Q2 資料 2より、唐代の貴族の女性たちがポロに興じたり、馬に乗って外出や狩猟をおこなう習慣があった
ことには、どのような背景があるのだろうか。

Q3 隋・唐の時代の東アジアにおいて、武則天のように活
かつ

躍
やく

した女性君
くん

主
しゅ

はいたのだろうか。調べてみよう。

隋
ずい

・唐の繁
はん

栄
えい

は、どの
ような人々によって支

えられていたのだろうか。あ
なたがもっとも重要だと考え
る人々の働きについて、説明
してみよう。

まとめ
4

資料1 楽器を演奏する唐代の女性　唐代の貴族の墓から
発見された、様々な楽器を演奏する女性たちを描いた壁

へき

画
が

。唐
代には、琵

び

琶
わ

など西
さい

域
いき

から伝わった楽器や、身体をすばやく回
転させる西域風ダンス（胡

こ

旋
せん

舞
ぶ

）が好まれ、貴族の女性たちも
みずから演奏や踊

おど

りを楽しんだ。また、人前で顔や肌をあらわに
する異国風の習慣が広まるのと並行して、化粧のしかたも変化
し、額

ひたい

や頬
ほほ

に花などの模様をあしらうことが流行した。

資料2 ポロを楽しむ女性　ポロという競技をおこなう貴族の
女性を模した俑

よう

（墓に副葬された女形の人形）。ポロは馬上か
ら巧みに棒を操って球を打ち合うイラン起源の競技で、唐代の
女性にも人気の娯

ご

楽
らく

であった。ポロをみるだけではなく、実際
に参加する女性たちも多かったことがわかっている。また彼女た
ちは、色鮮やかな胡

こ

服
ふく

（広い折り襟
えり

が特
とく

徴
ちょう

の、北
ほく

朝
ちょう

時代の男
性服）を身にまとい、馬に乗って外出や狩

しゅ

猟
りょう

をすることもあった。

7 顔真卿の書　顔真卿
は科

か

挙
きょ

に合格した官
かん

僚
りょう

で、
安
あん

史
し

の乱に際し唐に忠
ちゅう

誠
せい

を誓
ちか

い反乱軍と戦った。剛
ごう

直
ちょく

な性格で知られ、彼の書
はその性格をよく表している。

二次元コード
掲載

杜甫「哀江頭」
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76 第4章  西アジアと地中海周辺の国家形成

て地中海世界のすみずみにギリシア・ローマの文化❼を広めたこと

にある。たとえばローマ字は今日ヨーロッパの大多数の言語で用い

られ、またローマ人の話したラテン語は、近代に至るまで教会や学

術の国際的な公用語であった。

　ローマの実用的文化が典型的に現れるのは、土
ど

木
ぼく

・建築技術であ

る。都市には浴
よく

場
じょう

・凱
がい

旋
せん

門
もん

・闘
とう

技
ぎ

場
じょう

8が建設され、道路や水
すい

道
どう

橋
きょう

9

もつくられた。都市ローマには「パンと見
み

世
せ

物
もの

」を楽しみに生きてい

た下層市民が多く住み、都市文化が花開いた。

　後
こう

世
せい

にもっとも大きな影響を与えたローマの文化遺
い

産
さん

は、ローマ

法である。ローマが世界帝国に成長すると、万
ばん

人
にん

が従う普
ふ

遍
へん

的
てき

な法

律が必要とされた。十二表法を起源とするローマ法は、はじめロー

マ市民だけに適用されていたが、やがて帝国に住むすべての人民に

適用される万
ばん

民
みん

法
ほう

に成長した。６世紀に東ローマ帝国で編
へん

纂
さん

された

『ローマ法大
たい

全
ぜん

』がその集
しゅう

大
たい

成
せい

である。ローマ法は近代へと受け継が

れ、日本の民法にも深い影響をおよぼしている❽。また現在用いら

れているグレゴリウス暦
れき

（西暦）は、カエサルが制定したユリウス暦

からつくられたものである。

　精神文化では、アウグストゥス時代はラテン文学の黄
おう

金
ごん

期
き

といわ

れるが、ウェルギリウスらの作品にはギリシア文学の影響が強い。

散文ではカエサルの『ガリア戦
せん

記
き

』が名
めい

文
ぶん

とされた。ギリシアに始

まった弁
べん

論
ろん

術
じゅつ

はローマでも発達し、すぐれた弁論家キケロを生み出

した。歴史記述ではリウィウスの『ローマ建国史』やタキトゥスの 

『ゲルマニア』が有名であるが、『対
たい

比
ひ

列
れつ

伝
でん

』（『英雄伝』）を著
あらわ

したプル

タルコスらのギリシア人も活
かつ

躍
やく

した。

　自然科学ではプトレマイオスのとなえた天動説が、のちイスラー

ム文明を介して中世ヨーロッパに伝わり、長くヨーロッパ人の宇宙

観を支配した。

❼ギリシア・ローマの文化遺産は、
近世・近代のヨーロッパ人に古典と
して尊

そん

重
ちょう

された。そこでギリシア・
ローマ時代は「古典古代」と呼ばれ
ることもある。

❼コロッセウム（円形闘技場）・パ
ンテオン（万

ばん
神
しん
殿
でん
）・アッピア街

かい
道
どう

（▶p.72）など今日に残る遺
い
物
ぶつ
も多い。

▶p.71

▶p.85

❽明治政府が採
さい

用
よう

した民法はフラン
スやドイツを模

も

範
はん

としたが、これら大
陸ヨーロッパの法律はローマ法を受
け継いでいる。

前70〜前19

前106〜前43

前59頃〜後17頃 55頃〜120頃

46頃〜120頃

生没年不詳

▶p.82

▶p.141

 あなたは、人々を支配
するもっともすぐれた

ローマ帝国の仕組みは何で
あったと思うか。

まとめ
3

8 コロッセウム　ローマに残る長径
188m、 短径156m、 高さ48.5mの大
円形闘技場。社会的地位の違いで、み
る場所や座る場所が定められた。施設
の至る所には皇帝や有力者の像や市民
に恩
おん

恵
けい

をほどこした者を顕
けん

彰
しょう

した碑
ひ

もあっ
た。
ローマ皇帝はコロッセウムにおける

「パンと見世物」を通して、市民にどのよ
うな意識をつくりだそうとしたのだろうか。

9 ガール水道橋　南フランスのガールに建てられた高さ50m、長さ270mの水道橋。
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節冒頭に「問い」を設け、その節
の学習目的を明確化しています。

図版に番号を付け、関連する
本文にも番号を付けました。

1. 要点をおさえた、わかりやすい教科書 2. 「探究」の構造を理解できる、問いを中心とした展開

生徒自身で問いを表現する「アプローチ」

問いを中心とした展開 ❶

問いを中心とした展開 ❷

問いを中心とした展開 ❸

問いを中心とした展開 ❹

高校世界史

第Ⅰ部は
身分・王権について
取り上げています。

「アプローチ」の
取り組み方や、
問いの解答例は

『教師用指導書「授業実践編」』
に掲載しています。

『詳説世界史』の
章立てに準拠し、

簡潔で読みやすい表現に
改めました。

各部の部扉は、その部の概観と学習の視点
を示し、「部へのアプローチ」と関連させた
年表や図版を取り上げています。

116 117

歴
史
総
合

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

現
代
の
歴
史
総
合

わ
た
し
た
ち
の
歴
史

日
本
史
探
究

世
界
史
探
究

指
導
書
関
連

そ
の
他
の
教
材
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1 宋とアジア諸地域の自立化 117

開封は黄河と大運河の合流地点に位置する都市であり、華北の交易の要
よう

衝
しゅう

として栄えた。

宋代の開封はどのような都だったのだろうか探
究
し
よ
う

Q1 文中の太字を地図上でたどって、その区域・
施設の特

とく

徴
ちょう

を確認しよう。
Q2 文中の下線部の語句を、辞典やインターネッ
トを利用して調べてみよう。

Q3 文中の波線部について、以下のことをインター
ネットや文献を使って調べてみよう。
国子監：どのような施設だろうか。
燕雲十六州：この土地の重要性は何だろうか。
官僚：宋代の官僚の社会的地位とはどのよう
なものだろうか。
金銀交易所：宋代はどのような通貨が利用さ
れていたのだろうか。

Q4 「清明上河図」などを参照して、開封の街の想
像図を描いてみよう。その際、説明文に、匂
いや音なども想像して記入してみよう。

Q5 『東
とう

京
けい

夢
む

華
か

録
ろく

』を読み、当時の人々の生活をよ
り深く探究してみよう。

五丈河

金水河

蔡
河

汴

州
西
瓦
子

殿前司

太
平
興
国
寺

尚書省

御
史
台

祅
廟

宮城（大内）

大
相
国
寺

国子監
太学

旧
城

繁塔

新
城

西
華
門宣徳門

御
街

東
華
門

東華門街　

鉄塔旧封丘門

州橋 相国寺橋

竜津橋

約6.5km

約7.2km

河

朱雀門

卍

卍

馬
行
街●❶

●❶
●❷
●❸
●❹

●❷

●❸
●❹

●❺
●❻
●❼

●❺

●❻●❼

潘楼酒店
中瓦子／裏瓦子
桑家瓦子
高陽正店

中山正店
保康門瓦子
新門瓦子　

　私は国
こく

子
し

監
かん

で学ぶ者である。今日は私の暮らす開封
の街を皆さんに紹介したい。
　開封の街は三重の城

じょう

壁
へき

からできており、４本の運河
が流れている。正

せい

店
てん

とは庭園をもつ高級酒
しゅ

楼
ろう

のことで、
開封にはそのような店が数多くある。瓦

が

市
し

とは盛り場の
ことである。
　国子監からまっすぐ北上すると竜

りゅう

津
しん

橋
きょう

にでる。竜津
橋から州橋にかけては、夏には胡

ご

麻
ま

豆
どう

腐
ふ

、砂糖をまぶ
したかき氷、ボケの実エキスのジュース、緑

りょく

豆
とう

の砂糖漬
け、甘

かん

草
ぞう

で甘味をつけた氷水などが売られている。こ
れらの店は午前零時頃まで商売をしている。
朱
す

雀
ざく

門は、宋の第２代太
たい

宗
そう

の太
たい

平
へい

興
こう

国
こく

４（979）年、
改名された。この年、皇帝は北漢を併

へい

合
ごう

し天下統一を
果たしたが、遼

りょう

に敗れ燕
えん

雲
うん

十六州の奪
だっ

還
かん

に失敗した年
である。
州橋とその東の相

しょう

国
こく

寺
じ

橋は、大型船が通過できない
平橋であったため、汴

べん

河
が

をさかのぼってきた物資は相国
寺橋より東側で荷下ろしされた。朱雀門を入ると大相国
寺がみえる。大相国寺は開封最大の仏教寺院であり、
皇帝の行

ぎょう

幸
こう

も頻
ひん

繁
ぱん

におこなわれた。
　相国寺の境

けい

内
だい

では、毎月５回民衆の市
いち

場
ば

が開かれる。
変わった動物や日常品など、様々なものが売られている。
さらに地方から帰任した官

かん

僚
りょう

が持参した各地の産物も

出品されている。その裏側には占い師や不思議な術を見
せる者もいて、賑わっている。
　州橋を渡った御

ぎょ

街
がい

の幅は約300mにおよぶもので、
様々な儀

ぎ

礼
れい

がおこなわれた。
　まっすぐ進むと宮

きゅう

城
じょう

の宣
せん

徳
とく

門
もん

に至る。東
とう

華
か

門
もん

の街路
は東華門街と呼ばれ、開封で１、２を争うにぎわいで
ある。東華門は、官僚が出退勤する通用門であり、宮
中への物資の搬

はん

入
にゅう

口
ぐち

でもあった。一方西
せい

華
か

門
もん

はめった
に開閉せず、その門外には、殿

でん

前
ぜん

司
し

という軍営やペル
シアの宗教施設、祆

けん

廟
びょう

があった。
　宣徳門から東進すると金銀交易所があり、道の反対
には潘

はん

楼
ろう

酒店がある。界
かい

隈
わい

では毎日早朝から市
いち

がたち、
羊
ひつじ

の頭や臓
ぞう

物
もつ

・かに・あさりといった食物が並ぶ。朝
市がすんでも次々に店が出る。さらに進むと一帯には芝

しば

居
い

小屋が50余ある。なかには数千人を収容できるもの
もあり、薬売り・古着売り・床屋・切り紙芸人・小

こ

唄
うた

う
たいなどの店もあって、飽きることがない。
馬
ば

行
こう

街
がい

を北上すると旧
きゅう

封
ほう

丘
きゅう

門
もん

である。この両側には、
医院や薬屋が並ぶ。このほか、各種の店が並び、州橋
の百倍はにぎやかで、車馬は道いっぱい、足を止めるこ
とができないほどである。本当に開封は活気にあふれ
た良い街である。

（孟元老〈入矢義高ほか訳〉『東京夢華録』を参考に作成）

官僚官僚官僚

金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所
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開封は黄河と大運河の合流地点に位置する都市であり、華北の交易の要
よう

衝
しょう

として栄えた。当時
の人物になりきって、開封を歩いてみよう。

探究しよう 宋代の開封はどのような都だったのだろうか

　私は国
こく

子
し

監
かん

で学ぶ者である。今日は私の暮らす開封の街を

皆さんに紹介したい。

　開封の街は三重の城壁からできており、4本の運河が流れ

ている。正
せい

店
てん

とは庭園をもつ高級酒
しゅ

楼
ろう

のことで、開封にはそ

のような店が数多くある。瓦
が

市
し

とは盛り場のことである。

　国子監からまっすぐ北上すると竜
りゅう

津
しん

橋
きょう

にでる。竜津橋から

州橋にかけては、夏には胡
ご

麻
ま

豆
どう

腐
ふ

、砂糖をまぶしたかき氷、

ボケの実エキスのジュース、緑
りょく

豆
とう

の砂糖漬け、甘
かん

草
ぞう

で甘味を

つけた氷水などが売られている。これらの店は午前零時頃ま

で商売をしている。

　朱
す

雀
ざく

門は、宋の第2代太
たい

宗
そう

の太
たい

平
へい

興
こう

国
こく

4（979）年、改名され

た。この年、皇帝は北漢を併
へい

合
ごう

し天下統一を果たしたが、遼
りょう

に敗れ燕
えん

雲
うん

十六州の奪
だっ

還
かん

に失敗した年である。

　州橋とその東の相
しょう

国
こく

寺
じ

橋は、大型船が通過できない平橋で
あったため、汴

べん

河
が

をさかのぼってきた物資は相国寺橋より東

側で荷下ろしされた。朱雀門を入ると大相国寺がみえる。大

相国寺は開封最大の仏教寺院であり、皇帝の行
ぎょう

幸
こう

も頻
ひん

繁
ぱん

にお

こなわれた。

　相国寺の境
けい

内
だい

では、毎月5回民衆の市
いち

場
ば

が開かれる。変わ

った動物や日常品など、様々なものが売られている。さらに

地方から帰任した官
かん

僚
りょう

が持参した各地の産物も出品されてい

る。その裏側には占い師や不思議な術を見せる者もいて、賑

わっている。

　州橋を渡った御
ぎょ

街
がい

の幅は約300mにおよぶもので、様々な

儀
ぎ

礼
れい

がおこなわれた。

　まっすぐ進むと宮
きゅう

城
じょう

の宣
せん

徳
とく

門
もん

に至る。東
とう

華
か

門
もん

の街路は東華
門街と呼ばれ、開封で1、2を争うにぎわいである。東華門は、
官僚が出退勤する通用門であり、宮中への物資の搬

はん

入
にゅう

口
ぐち

でも

あった。一方西
せい

華
か

門
もん

はめったに開閉せず、その門外には、殿
でん

前
ぜん

司
し

という軍営やペルシアの宗教施設、祆
けん

廟
びょう

があった。

　宣徳門から東進すると金銀交易所があり、道の反対には潘
はん

楼
ろう

酒店がある。界
かい

隈
わい

では毎日早朝から市
いち

がたち、羊の頭や臓
ぞう

物
もつ

・かに・あさりといった食物が並ぶ。朝市がすんでも次々

に店が出る。さらに進むと一帯には芝
しば

居
い

小屋が50余ある。な

かには数千人を収容できるものもあり、薬売り・古着売り・

床屋・切り紙芸人・小
こ

唄
うた

うたいなどの店もあって、飽きるこ

とがない。

　馬
ば

行
こう

街
がい

を北上すると旧
きゅう

封
ほう

丘
きゅう

門
もん

である。この両側には、医院

や薬屋が並ぶ。このほか、各種の店が並び、州橋の百倍はに

ぎやかで、車馬は道いっぱい、足を止めることができないほ

どである。本当に開封は活気にあふれた良い街である。�
� （孟元老〈入矢義高ほか訳〉『東京夢華録』を参考に作成）

	 1

	  1　資料中の太字の場所を赤で

囲もう。

	  2　地図中の距離約7.2㎞は実

測では6.8㎝である。竜津橋から宣徳

門が実測で1.8㎝だとすると、距離は

約何㎞になるだろう。また徒歩1分の

距離が約80ｍとすると、この距離は約

何分で歩けるだろう。

	  3　文章を参考にして、金銀交

易所の位置に★印をつけよう。
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竜津橋

宋代の開封はどのような都だったのだろうか 93

� 2　文中の太字や下線部の語句のうち、以下のものをインターネットや文献を使って調

べてみよう。

運河：

酒楼：

朱雀門：

行幸：

祆廟：

� 3　文中の波線部について、以下のことをインターネットや文献を使って調べてみよう。

国子監：どのような施設だろうか。

燕雲十六州：この土地の重要性は何だろうか。

官僚：宋代の官僚の社会的地位とはどのようなものだろうか。

金銀交易所：宋代はどのような通貨が利用されていたのだろうか。

� 4　教科書の「清明上河図」や以下の文章を参照して、開封の街の一部を想像して描いて

みよう。その際、説明文に、匂いや音なども想像して記入してみよう。

＊中国では古来、食肉としては羊が最上で、豚は下級

とされた。血も凝固させて千切りに刻み、食用とした。

また炒める、揚げる、蒸し焼きなど多様な料理法が開

発されており、貯蔵された天然氷を砕いて砂糖をかけ

たものもあった。魚料理も多種あり、毎朝生魚が何千

荷と運び込まれてきた。

� 5　『東京夢華録』を読み、当時の人々の生活をより深く探究してみよう。
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22 世界史へのまなざし② 日常生活からみる世界の歴史

　「家族」とは何か、と問われたとしよう。多く

の人が「血縁による絆
きずな

」 「家族をつなぐ情愛」を

連想し、時代や地域が異なってもかわらないも

のと考えるのではないだろうか。しかし、はた

して「血縁」や「情愛」は人類にとって普
ふ

遍
へん

的な家

族の条件といえるのだろうか。

子どもという存在  

　親と子どものあいだには深い絆があり、親は

子どもに無
む

償
しょう

の愛情を注ぐ。これは当たり前の

ことと思うかもしれないが、親と子どもの関係

も時代とともに変化している。16世紀のフラン

スの哲学者モンテーニュは、「乳児期の子ども

を２、３人なくし、残念に思わなかったわけで

はないが、ひどく悲しむというほどのことでは

家族の歴史

なかった」と述べている。18世紀半ば頃まで、

ヨーロッパでの乳児死亡率は非常に高く、「死

は避けられない」状況のもと、多くの人々は子

どもの死に対し、このような感情をいだいてい

たと考えられる。また、農村では母乳育児が一

般的だったが、都市では生まれた子を里
さと

子
ご

に出

し、乳
う

母
ば

に任せる慣習があった。

　これに対して啓
けい

蒙
もう

思想家たちが、両親は子ど

もの養育に深く関わるべきであり、子どもに対

する道徳的な義務と責任があるととなえた。と

くに母親の存在が重要とされ、ルソーは「家族

の愛情と絆」の大切さを主張し、子どもに献
けん

身
しん

的で犠
ぎ

牲
せい

をいとわない母親像を描いた。子ども

の教育については両親であたるべきとされたが、

男女の役割分担という考え方がみられ、人格面

や知的な教育は父親の役割とされた。また、子

どもを「小さな大人」とみなすのではなく、独自

の発展段階として、その発達を愛情豊かに見守

るべきであるという新しい価値観もみられるよ

うになった 1。
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日常生活からみる世界の歴史

世界史へのまなざし 2

1 家族そろっての昼食（1840年、ドイツ）
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用
よう

機会均等法が成立し、以後女性の就
しゅう

労
ろう

環境を

改善する法律が整備されていった 3 5 6 7。ま

た「女らしさ」 「男らしさ」 4の規
き

範
はん

を支える家族

制度が批判の対象となり、家族の多様化が始

まった。そして90年代以降は、個人のライフス

タイル、家族の生活様式は多様化した。「家族

は一体」という見解は弱まり、「家族は個人の集

合体」とみなされる傾向が強まった。晩婚化、

高齢出産、少子化が進み、非婚同居・婚
こん

姻
いん

外で

の出産も増え、子どもや配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

をもたない生活

スタイルも一般化している。

　また、伝統的な性的役割をおしつけるのでは

なく、各人の個性を尊重すべきことへの理解も

進みつつある。性的な志向についても、本人の

意思を尊重して、多様な性のあり方を受け入れ

るような社会のあり方が模
も

索
さく

されている。そし

て、同性婚を法的に認める国も増えつつある。

こうした傾向をふまえ、たとえば2006年のドイ

Q1 資料 3～7を参考に、現代の日本とほかの
国々における家族のなかの女性の役割を比
較してみよう。また、テーマを設定して関連
する資料を調査し、まとめてみよう。

Q2 今日、様々な家族像が描かれるが、なぜ家
族のあり方を問題として取り上げる必要が
あるのかを考えてみよう。

ツの第七家族報告書は、家族を「夫婦と子ども」

ではなく、「異なる世代がおたがいに責任を引

き受ける共同体」と定義している。

5 6歳未満の子どもをもつ夫婦の1日あたり家事・育児関連
時間の国際比較（日本：2016年、アメリカ：2017年、ヨーロッパ：2004年）

7 研究者に占める女性割合の国際比較（2018年）

　男女平等はあなたの問題で
もあるのです。なぜなら、今
日まで父親の親としての役割
は、子どもが父の存在を母の
存在と同じほど必要だったとし
ても軽視されているからです。
精神病を患

わずら

い、助けを求める
こともできずにいた若い男性達
をみたことがあります。彼らは
男らしさを失うことを恐れたのです。男らしさを失うこと
を。実は、イギリスでは自殺が男性の最大の死因なのです。
20歳から49歳までにおいて交通事故、癌

がん

、心臓病を上回っ
ているのです。心が傷つきやすく不安を抱えている男性も
います。ゆがんだ男性の成功像によって、男性も男女平等
の恩

おん

恵
けい

を得ていないのです。私達は、男性が性別の固定
概
がい

念
ねん

に囚
とら

われてるなんて話をしたがりません。でも、彼ら
が囚われているとわかるんです。そして、彼らが自由になっ
た時、当然の結果として、物事は女性にとって変わるでしょ
う。

4 イギリスの俳優エマ =ワトソンの国連でのスピーチ（2014年）

0 （時間）8 7 6 5 4 3 2 1 80 1 2 3 4 5 6 7
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6 育児休業取得率の推移（男女別）

（ 5 ～ 7 ： 内閣府・男女共同参画推進連携会議「ひとりひとりが幸せな社会のために」
2019〈令和元〉年版より作成）
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2 世界再分割と列強の対立 207

おけるイギリスの支配的地位とモロッコにお

けるフランスの優越的地位を認めあい、ドイ

ツの進出に備えた。

ドイツは、1880年代半ばにカメルーン・南

西アフリカ・東アフリカなどを獲
かく

得
とく

し、1905

年と11年の２度にわたりフランスのモロッコ

支配に挑戦するモロッコ事件をおこした。し

かし、イギリスがフランスを支
し

援
えん

したため失

敗し、モロッコはフランスの保護国となった。

イタリアは、19世紀末エチオピアに侵
しん

入
にゅう

し

たが、エチオピア軍に敗れて後退した。その後、

1911～12年にオスマン帝国と戦ってリビアを奪った。

　こうして、20世紀初めには、エチオピア帝国とリベリア共和国❸

を除いてアフリカは列強の植民地にされた。列強が定めた境
きょう

界
かい

線
せん

は、

現地の人々のつながりや交
こう

易
えき

網
もう

を破
は

壊
かい

し、その後の住民の自
じ

立
りつ

や独

立に大きな障
しょう

害
がい

となった。これに対して現地の人々は抵
てい

抗
こう

運動をお

こし、その運動はのちに民族解放運動に成長していった。

〈太平洋地域の分割〉 オーストラリアは、18世紀後半にイギリス領

となり、政治犯などの流
る

刑
けい

先とされたが、19世紀半ばに金
きん

鉱
こう

が発見

されると移
い

民
みん

が急増した。ニュージーランドとニューギニアの一部

もイギリスに領
りょう

有
ゆう

された。オーストラリアの先
せん

住
じゅう

民
みん

アボリジニーは

奥地に追われ、ニュージーランドの先住民マオリ人は抵抗したが武

力でおさえ込まれた。

アメリカ合衆国は、

1898年のアメリカ =ス

ペイン戦争でスペイン

を破ってフィリピン 3・

グアムを獲得し、また

同年ハワイも併合して、

東アジア進出の足場を

築いた。さらにフラン

ス・ドイツも加わり、

南太平洋上の大
たい

半
はん

の

❸リベリア共和国は、アメリカ植民協
会が、合衆国内で解放された黒人
奴
ど

隷
れい

を入植させ、19世紀半ばに独
立させた国。

▶p.205

清
アメリカ日本

グアム島

ニュージーランド
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赤道
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シンガポール

ポポ
リリ
ネネネネネネ
シシ
アア

ポ
リ
ネ
シ
ア

太

大

カリブ海

キューバ

プエルトリコ西サモア

東サモア

1898
タヒチ島

フィリピン
諸島

マリアナ諸島

小笠原
諸島

ビスマルク諸島

サモア諸島

クック諸島

ハワイ諸島

カロリン諸島

ティモール
【ポルトガル領】

ソロモン
  諸島

フィジー諸島
ニュー
カレドニア

マーシャル
諸島

タスマニア島

ミッドウェー
諸島

ニューギニア島

　平

　洋

西
洋

1887

1886

（1901自治領）

（1907自治領）3000km0

ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ

門戸開放・機会均等の主張
（1898）

ハワイ併合
（1898）フィリピンを

領有（1898）

アメリカ＝スペイン戦争
（1898）

キューバ保護国化
（1901）

ドイツ領
アメリカに
関する事項

アメリカ領
イギリス領
オランダ領
フランス領

パナマ運河開通
（1914）

4 太平洋における列強の勢力圏（20世紀初め）

3 アメリカの太平洋進出の風刺画（1900年）（『Judge Magazine』）　

武器や資材を担いだアメリカが、フィリピンを踏み台にして中国へ渡ろうとし
ている。
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　こうした状況下、ソ連はイギリス・フランスの宥
ゆう

和
わ

政策に不信を

深め、1939年８月末、独ソ不
ふ

可
か

侵
しん

条約 3を結び、世界を驚
きょう

愕
がく

させた。

対ソ方面の安全保障を得たドイツは、９月１日、ポーランドへの侵
しん

攻
こう

を開始し、イギリス・フランスがドイツに宣
せん

戦
せん

して、第二次世界

大戦 4が始まった。

　　　　　　　　　ポーランドはドイツ軍とソ連軍に侵攻され、両

国に分
ぶん

割
かつ

された。ソ連は1939年11月にフィンラ

ンドに宣戦し❶、40年にはバルト３国（エストニア・ラトヴィア・

リトアニア）を併
へい

合
ごう

した。

　一方、西部戦線では1940年春、ドイツはデンマークとノルウェー

に、さらにオランダとベルギーに侵攻し、６月にはフランスを敗北

させた。フランスの第三共和政は崩
ほう

壊
かい

し、国土の北半がドイツに占
せん

領
りょう

され、南半はペタンを首
しゅ

班
はん

とする親独のヴィシー政府が統
とう

治
ち

した。

しかし、軍人のド =ゴールはロンドンに亡
ぼう

命
めい

政府（自由フランス政

府）をつくって抵
てい

抗
こう

を呼びかけ、フランス国内ではレジスタンス運

動 5が始まった。ドイツの優
ゆう

勢
せい

をみて、６月にはイタリアがドイツ

側で参戦した。

　ドイツはバルカン半島にも勢力圏を広げ❷、1941年春までにユー

ゴスラヴィアとギリシアも制
せい

圧
あつ

した。こうして同年半ばには、ヨー

ロッパはほぼドイツ側の支配下に入り、５月に対独強
きょう

硬
こう

論
ろん

をとなえ

1939〜45

ヨーロッパの戦争

❶国際連盟はこの戦争（冬戦争とも
いう）に対してソ連を除

じょ

名
めい

したが、連
盟自体が機能不

ふ

全
ぜん

におちいっていた
ため、効果はなかった。フィンランド
は1940年に、国

こっ

境
きょう

地帯の領土をソ
連に割

かつ

譲
じょう

させられた。

1940〜44

1890〜1970

❷ドイツは、ハンガリー・ルーマニア・
ブルガリアを自陣

じん

営
えい

に引き入れた。

3「疑わしい友人」（『PUNCH』1939年９月27
日）　独ソ不可侵条約には、独ソ両国間でのポーランド
の分割と、東ヨーロッパでのそれぞれの勢力圏を定めた
秘密議

ぎ

定
てい

書
しょ

が付属していた。
ソ連はなぜドイツと不可侵条約を結んだのだろうか。
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ラララ
（1941）

連合国
中立国
枢軸国
枢軸国の
最大支配地
および占領地

（数字）枢軸国の占領
した年

連合国軍の反撃
1941.11の前線

1941.11の前線

ノルマンディー

4 第二次世界大戦（ヨーロッパ戦線）

5 フランスのレジスタンス　ドイツ
の占領下では、共産党の影響力が強い
民間人の地下組織と、ド =ゴール将軍
が主

しゅ

導
どう

する勢力が協力して戦った。写
真は1944年８月のパリ解放戦(▶p.241)。
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150 第11章  近世ヨーロッパ世界の動向

オランダ・イギリス・フランスの台頭
オランダ・イギリス・フランスの国制は、それぞれどのような特徴をもっ
ていたのだろうか。

4

　　　　　　　　　　　　ネーデルラントは、中世から漁業・農

業・毛
け

織
おり

物
もの

業でヨーロッパ諸国をリード

していた。またバルト海地域から穀
こく

物
もつ

を輸入し、かわりに西ヨーロッ

パの産品を輸出する中
ちゅう

継
けい

貿易で栄えた。北部のオランダは独立後、

首都のアムステルダムを中心に、17世紀には造
ぞう

船
せん

・金
きん

融
ゆう

でもヨー

ロッパをリードした 2。こうした繁
はん

栄
えい

のもと市民が文化の保護者と

なり、独立戦争の背景から宗教的には寛
かん

容
よう

なため、学問においても

ヨーロッパの中心となった。

　オランダは特権を認めた東インド会社（1602年設立）1などの貿易

会社を担
にな

い手
て

に、世界各地に進出した。ポルトガルやイギリスの勢

力を排
はい

除
じょ

して、ジャワ島のバタヴィア（現在のジャカルタ）を拠
きょ

点
てん

に

香
こう

辛
しん

料
りょう

交
こう

易
えき

を独
どく

占
せん

した。またポルトガルにかわって日本との交易を

維
い

持
じ

し、同地より大量の銀をもちだした。さらに北米大陸に進出し、

ニューアムステルダム（現在のニューヨーク）を中心とする植民地を

建設した 3。

　海洋大国となったオランダに対
たい

抗
こう

し、イギリスは17世紀後半のイ

ギリス =オランダ戦争でニューアムステルダムを奪い、フランスは

侵
しん

略
りゃく

戦争によってオランダ本土の半分を一時占
せん

領
りょう

し

た。イギリスの名
めい

誉
よ

革命によって、オランダはイギ

リスと同
どう

君
くん

連
れん

合
ごう

を築いてフランスに対抗したが、18

世紀には海軍力が制限され、オランダの国力は衰
すい

退
たい

しはじめた。

　　　　　　　　イギリスでは1603年、スコットラ

ンド出身のステュアート家が王位

を継いで、ジェームズ１世が即
そく

位
い

した（ステュアー

ト朝）4。王は王権神
しん

授
じゅ

説
せつ

❶をとなえ、議会を軽視し

た。つぎのチャールズ１世は専
せん

制
せい

を強めたため、議

会との対立が深まった。国王が強
きょう

硬
こう

手段によって議

会を抑えようとすると、革命が勃
ぼっ

発
ぱつ

した。この革命

オランダの繁栄と
イギリス・フランスの挑戦

▶p.147

▶p.139

イギリスの革命

在位1603〜25 1603〜49、1660〜1714

❶国王の権力は神に直接由来し、
人民はもちろん、神

しん

聖
せい

ローマ皇帝や
ローマ教

きょう

皇
こう

からも干
かん

渉
しょう

されないとす
る理論。16世紀末にとなえられ、成
立期の絶対王政を支えた。

在位1625〜49

1 オランダ東インド会社のマーク
入りの皿　
皿に描かれたＶＯＣの文字は社名を記号
化した社章。

2 東インド向けヨーロッパ船の数（隻
せき

数
すう

）　
17世紀後半から18世紀後半にかけて、各国の海運力はどの

ように変化したのだろうか。その背景も考えてみよう。

（年） ポルトガル オランダ イギリス フランス
1650~59 35 205 81 6
1660~69 21 238 91 24
1670~79 25 232 131 30
1680~89 19 204 142 35
1690~99 24 235 80 36
1700~09 22 281 120 38
1710~19 20 310 127 41
1720~29 19 382 149 55
1730~39 24 375 154 109
1740~49 27 314 184 124
1750~59 28 290 191 135
1760~69 16 292 242 105
1770~79 13 290 229 194
1780~89 15 298 292 303
1799~99 - 119 177 196

（羽田正『東インド会社とアジアの海』より作成）
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224 第16章  第一次世界大戦と社会の変容

庁と和解し、ヴァチカン市国の独立を認めた。

　また、ムッソリーニは大衆動員を積
せっ

極
きょく

的
てき

に利用し、社会事業や国

内開発も進めたが、市民的自由や人権を無視・弾
だん

圧
あつ

した。こうして

イタリアには、極
きょく

端
たん

なナショナリズム、指導者崇
すう

拝
はい

、一党独
どく

裁
さい

、批

判勢力の暴力的封じ込めなどを特徴とする、ファシズム体制が成立

した❹。

　　　　　　　　　　　　　　大戦後、東ヨーロッパやバルカン地

域では多くの新しい国家が誕
たん

生
じょう

した。

しかし、新
しん

興
こう

国
こく

はいずれも領内に少数民族問題を抱えて政治的まと

まりを欠くとともに、チェコスロヴァキアを除くほとんどが農業国

で、1920年代の世界的な不
ふ

況
きょう

の影響で経済的にも苦しくなった。そ

のため、20年代末までには権
けん

威
い

的な政治で国民を統
とう

合
ごう

しようとする

国が多く現れた。

　ポーランドはロシアのソヴィエト政権と争い領土を拡大したが、

議会政治が混乱した。ハンガリーではロシア革命にならった社会主

義政権が誕生したが、まもなく倒された。

　　　　　　　ロシアのソヴィエト政権は内戦により荒
こう

廃
はい

したが、ネップのもとで国民経済は回

復に向かい、まもなく生産は戦前の水準に戻った 8。

　1922年末、シベリアから日本軍が撤
てっ

退
たい

したのち、ロ

シア・ウクライナ・ベラルーシ・ザカフカースの４つ

のソヴィエト共和国は連合して、ソヴィエト社会主義

共和国連邦（ソ連）を結成した。

　1924年にレーニンが死去すると後
こう

継
けい

者
しゃ

争いがおこり、

ソ連１国だけで社会主義を建設できると主張したス

ターリンが、世界革命をとなえるト

ロツキーらを追
つい

放
ほう

して、実
じっ

権
けん

を握っ

た。その後スターリンは、28年より

重工業を発展させて社会主義建設を

めざす第１次五カ年計画を実行した。

農業でも集団化が進められ、集団農

場（コルホーズ）・国営農場（ソフ

ホーズ）建設が強行された。一国社

❹この用語は、はじめイタリアのファ
シスト党の思想と運動を指したが、
その後、それと類

るい

似
じ

する運動や政
治体制にも広く使われた。 東欧・バルカン諸国の動揺

▶p.221

ソ連の成立
▶p.220

1878〜1953

▶p.219

仮仮仮

スターリン 1878〜1953

レーニンをはじめ、革命家と呼ばれた人た
ちには別称（偽

ぎ

名
めい

）のほうが一般化した例が
多い。スターリンも同じで、これは彼が選
んだ「鉄の男」を意味する別称である。なお、
反対派とみなした人々を「人民の敵」と称し
て投

とう

獄
ごく

・流
る

刑
けい

・処
しょ

刑
けい

などをおこなった「ス
ターリン主義」は、1956年にフルシチョフ
によって批

ひ

判
はん

され（▶p.253）、85年からのゴル
バチョフ政権下で公式に非

ひ

難
なん

された。

8ソ連工業の推移（銑
せん

鉄
てつ

生産量）

（B.R.ミッチェル編『マクミラン新編世界歴史統計』より作成）
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文字資料と地図を組み合
わせた読み解きができる
ように工夫しました。

準拠ノートではワークシー
ト形式にしています。

生徒の探究心を高める
よう、嗅覚や聴覚につ
いての問いを設けまし
た。著者messageもご
覧ください。 ➡p.112

「世界史へのまなざし」は、自然環境と人類の歴
史や日常生活にみられる諸事象と世界の歴史を
取り上げ、現在と過去のつながりについて考察
し理解することをねらいとしています。
ジェンダーについても取り上げ、関連する資料
を多く掲載しています。
著者messageもご覧ください。 ➡p.113

印象的な風刺画を取り入れまし
た。その時代の様子が感じられ、
生徒の興味も引きやすい図版を
意識して掲載しています。

グラフ・表や新聞記事を多数用
意し、経済の視点からも考察が
できるように工夫しました。

�● �「探究しよう」は本文の記述をさらに深め、生徒の想像力や考察力を養うテーマを取り上げました。
�● ��各章に１～２つの「探究しよう」を掲載し、文字資料・図版・地図・グラフなど、多角的な資料を取り�
上げています。資料を読み解く問いから、生徒自身が考察する発展的な問いまで、様々な問いを設定し
ています。
�●発展的な問いについては、グループで意見交換し、興味・関心を高めることができるよう工夫しました。
● ��『教師用指導書 「授業実践編」』では、「探究しよう」で取り上げている資料や、その意図、問いの解答例に
ついて解説しています。

3. 資料読み解きのスキルが身につく
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授業準備／テスト／評価に 授業／予習・復習に

新しい学習指導要領では必修の「歴史総合」と世界史科目の「世界史探究」が設置されました。歴史学習の導入としての新
しい科目「歴史総合」にはいくつかの目標があります。なかでも、１．現代の成り立ちを理解するために過去に問いかけるとい
う歴史的な見方や考え方の基本を身に付けること、２．近現代世界の構造とその中での日本の位置について学ぶことの２点は特
に重要です。これらを学んだ高校生がさらなる「世界史探究」のために手に取るのがこの教科書です。
私は、この教科書がこのような高校生の期待に十分に応えることができるものに仕上がっていると確信しています。その理由

をご説明しましょう。
１つは、この教科書がグローバル化をみすえた現代にふさわしい最新の世界史の見方を提示しているからです。執筆者は、
専門の時代や地域を越えて学界の最先端の研究状況を互いに確認し合い、「現代における世界史」という観点から今何を教科
書に盛り込むべきかについて徹底的に意見を交換しました。そして、複数の執筆者がバラバラにその知見を記すのではなく、相
互の叙述を関連させ、全体として世界の過去の動きが総合的に理解できるように工夫しました ➡p.124 。また、世界各地の過
去を地域ごとに時間の流れに沿って縦に叙述するとともに、同時期における世界各地の動き、つまり横の関係性や共時性を十
分に意識した記述を心がけました。この教科書の本文を通読すれば、世界全体の過去があたかも経糸と緯糸を編み合わせた１
枚の織物のようにくっきりと浮かび上がってくるでしょう。
もう１つは、教科書の各所にちりばめられた発問によって大きな学習効果が得られるからです ➡p.127 。これらの問いはす
べて「歴史総合」で身に付けた歴史的な見方や考え方をさらに高度化するために作成されています。生徒たちは、解答を準備
する過程で、各時代や地域の過去についてさらに深い知識を得るとともに、現代世界を理解するために必要なヒントを手に入れ
ることができるでしょう。各部や章の冒頭と末尾に置かれた問いは、その時代の世界全体の構造や地域社会の特徴、さらには
歴史の流れを把握することに大いに役立つはずです。最新の世界史の見方を取り入れたこの教科書で学んだ生徒たちが、獲得
した歴史の力を使って現代世界で活躍してくれることを期待しています。

　「何のために世界史を学ぶのか」という問いにはさまざまな答えがあるでしょうが、正面から答えるならば、「私たちが生きて
いるこの世界の成り立ちを理解し、広い視野から物事を判断できるようになるため」ということができるでしょう。本書は、次
の時代を担うべき高校生の皆さんの世界史学習の意欲にまっすぐに応え、細かい知識よりも骨太な世界史の流れを、そして今
日につながる諸問題の歴史的背景を理解していただくために作成された世界史の教科書です。
　本書は、2014年に新しく刊行された『新世界史』の特色を受け継ぎつつ、このたびの「世界史探究」の課題に対応すること
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ヴェルサイユ体制の成立
　1919年 1 月、連合国はパリ講

こう

和
わ

会議を開催し

て、賠
ばい

償
しょう

や戦後の秩序について交渉したが、

この会議で合意されたヴェルサイユ条約❶で定められた原則にもとづいて構
こう

築
ちく

されたヨーロッパの秩序をヴェルサイユ体制という。ここではウィルソン

大統領の十四カ条提案が強い影響力を発
はっ

揮
き

し、これまでヨーロッパの国際関

係にはなかった画期的な原則が、この会議で盛り込まれた。

　その最たるものは、集団安全保障の思想を制度化した国
League of Nations

際連盟の設立であ

る。不十分な点が多いとはいえ、ある加盟国に対する攻撃をすべての加盟国

に対する攻撃とみなし、攻撃された国を防衛する義務を負わせるという仕組

みは、国際社会の歴史ではじめての試みであった。民族自
じ

決
けつ

の原則が国際社

会で明確に支持されたのも、はじめてであった。この結果、オーストリア ゠

ハンガリー帝国やオスマン朝が解体され、ロシアの領土も縮小した。東欧や

バルカンでは多数の国が新たに独立国となった。ただし、民族が複雑に入り

組んで居住している地域では、民族自決は無限に小集団の独立をうながすも

のの、そのなかに依然としてさらなる少数派を抱えこむことを意味した。国

際社会は、民族自決原則をどこまで徹底的に適用するのかという新たな難問

に答えを見出すことはできなかった。

　ドイツに対する賠償も困難な問題であった。ドイツへの報復を求める国民

の声と、それを代表するフランス・イギリスの指導者たちは、寛大な措置を

求めるウィルソンの要求を拒否した。ウィルソンはフランスやイギリスが彼

に従うことを期待したのみで、参戦前にフランスやイギリスからより大きな

譲
じょう

歩
ほ

を確約させていなかった。結果、レーニンやウィルソンの主張よりドイ

ツにきびしいものとなった❷。ただし、独立したポーランドへの領土割
かつ

譲
じょう

を

除き、ドイツ本国の領土と経済構造は基本的にそのまま残り、ドイツは依然

として人口・経済力いずれにおいてもヨーロッパの大国にとどまることが許

容された❸。なお、ドイツ代表はまねかれなかったものの、主
しゅ

権
けん

国家対等の

原則のもとに会議が運営されたのも、パリ講和会議の特徴であった。

ヴェルサイユ条約の調印　かつてヴ
ィルヘルム 1 世がドイツ帝国の成立
を宣言した（→p.262）パリ郊外のヴェ
ルサイユ宮殿「鏡

かがみ

の間
ま

」が会場に選ば
れた。前列左から 5 人目がアメリカ
のウィルソン大統領、その右がフラ
ンスのクレマンソー首相、イギリス
のロイド ゠ ジョージ首相。

❶あわせて結ばれたものに
1919年のサン ゠ ジェルマン
条約（連合国とオーストリア
の講和条約）、ヌイイ条約（連
合国とブルガリアの講和条
約）、1920年のトリアノン条
約（連合国とハンガリー王国
の講和条約）、セーヴル条約

（連合国とオスマン朝の講和
条約）がある。

❷ドイツは海外領土のすべ
てを失ったほか、アルザス・
ロレーヌをフランスに返還し、
ドイツ西部のラインラントの
非武装化を義務づけられた。
これによって、ドイツは人口
の約10%、ヨーロッパにおけ
る領土の約13%を失った。さ
らに軍備にも制限が課され、
賠償金は戦前のドイツ通貨単
位で1320億金マルクとなった。

❸ドイツへの軍備制限も、建
前上はドイツが率先して軍縮
を実行していた。巨額な賠償
金も、金額確定前にドイツ側
から支払い用意があることが
表明されていた。

ヴェルサイユ条約の調印く
わ
し
く
見
る
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明代の朝貢世界

14世紀の東アジア
　14世紀に入ると北半球全体で異常気象が続き、ヨー

ロッパでの凶
きょう

作
さく

や疫
えき

病
びょう

とほぼ時を同じくして、東ア

ジアでも自然災害による飢
き

饉
きん

がおこり、元
げん

朝の中国支配はゆらぎはじめた。

中国では、白
びゃく

蓮
れん

教
きょう

徒
と

❶による紅
こう

巾
きん

の乱をきっかけに、各地で反乱がおこった。

貧しい農民出身の朱
しゅ

元
げん

璋
しょう

は、反乱のなかで頭
とう

角
かく

を現し、儒
じゅ

学
がく

の素
そ

養
よう

をもつ知

識人の協力を得て、支配を広げ、1368年、南
ナン

京
キン

で皇帝の座につき、国
こく

号
ごう

を明
みん

とした（洪
こう

武
ぶ

帝
てい

、廟
びょう

号
ごう

は太
たい

祖
そ

❷）。明軍に追われた元の帝
てい

室
しつ

はモンゴル高原に

退き（北
ほく

元
げん

）、明は南京を都として中国を統一した。

　この時期は、東アジア全体で大きな変動がおこった時期であった。日本で

は、後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇による討
とう

幕
ばく

運動が成功して、鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が倒れたが、天皇によ

る統
とう

治
ち

は安定せず、南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の動乱が始まった。政治の混乱で海上の秩序も乱

れ、倭
わ

寇
こう

の活動が活発化して大陸沿岸で略
りゃく

奪
だつ

をおこなった。元に服
ふく

属
ぞく

してい

た高
こう

麗
らい

では、親元派と反元派の対立が続いたが、倭寇討
とう

伐
ばつ

の功
こう

績
せき

で名
めい

声
せい

を高

めた李
り

成
せい

桂
けい

が、高麗を倒して1392年に王位につき（太
たい

祖
そ

）、漢
かん

城
じょう

（現ソウル）を

都として朝鮮王朝を建てた。同年に日本では、南北朝の合
ごう

一
いつ

がおこなわれ、

14世紀の末には東アジア諸地域では、新しい政治秩序が一応の安定をみた。

明朝初期の政治
　貧

ひん

農
のう

から身をおこして皇帝となった朱元璋は、長い動

乱で荒れ果てた中国社会を、政府の強力な管理のもと

で立て直し、民衆生活を安定させることをめざした。そのため、全国的な人

口調査をおこなって里
り

甲
こう

制
せい

❸を実施し、租
そ

税
ぜい

台帳（賦
ふ

役
えき

黄
こう

冊
さつ

）や土地台帳（魚
ぎょ

鱗
りん

図
ず

冊
さつ

）を作成して、農村の末
まっ

端
たん

に至るまで政府の管理がいきとどくようにした。

さらに、民衆教化のために六
りく

諭
ゆ

❹をつくり、各里で里
り

老
ろう

人
じん

にとなえさせた。

　一方、中央では皇帝への権力集中をはかり、元代に政治の中
ちゅう

枢
すう

を握ってい

た中
ちゅう

書
しょ

省
しょう

とその長官の丞
じょう

相
しょう

を廃止し、六
りく

部
ぶ

を皇帝に直
ちょく

属
ぞく

させた。このよう

な改革の過程で、皇帝に逆らう恐れがあるとみなされた功
こう

臣
しん

・官僚たちに対

し、大規模な粛
しゅく

清
せい

がおこなわれた。官制・法制の面では、朱
しゅ

子
し

学
がく

を官
かん

学
がく

とし

て科
か

挙
きょ

制
せい

を整備し❺、唐
とう

の律
りつ

・令
れい

にならって、明
みん

律
りつ

・明
みん

令
れい

を制定した。軍制

の面では、一般の民
みん

戸
こ

とは別に軍
ぐん

戸
こ

の戸籍を設けて衛
えい

所
しょ

制
せい

❻を編制した。さ

らに自分の息子たちを王として北方辺
へん

境
きょう

に配置し、対モンゴル防衛に当たら

2

（→p.146）

1328～98

1368～1644

在位1368～98

1368～88

在位1318～39

1335～1408 在位1392～98

1392～1910

（→p.52）

（→p.118）

❶白蓮教は仏教的要素の強
い民間の宗教結

けっ

社
しゃ

で、宋
そう

代に
始まった。元末には、弥

み

勒
ろく

仏
ぶつ

が救
きゅう

世
せい

主
しゅ

としてこの世に現れ
るという予言と結びつき、反
乱を支える信仰となった。

❺永楽帝の時代には、科挙
での経

けい

典
てん

解釈の正しい基準を
示すため、『四

し

書
しょ

大
たい

全
ぜん

』『五
ご

経
きょう

大全』が編
へん

纂
さん

され、また古
こ

今
こん

の図書を集めてその内容を事
項別に分類整理した『永楽大

たい

典
てん

』もつくられた。

❹「父母に孝
こう

順
じゅん

なれ、長
ちょう

上
じょう

を
尊敬せよ、郷里に和

わ

睦
ぼく

せよ、
子孫を教

きょう

訓
くん

せよ、各自の仕事
に安

やす

んぜよ、悪事をなすなか
れ」という 6カ条。その解説
書は広く流

る

布
ふ

し、江戸時代の
日本にも伝えられて影響を与
えた。

❸110戸をめやすに 1里を構
成し、富

ふ

裕
ゆう

な戸10戸を選んで
里
り

長
ちょう

戸
こ

とし、残り100戸の甲
こう

首
しゅ

戸
こ

を10甲にわけ、10年一
いち

巡
じゅん

の輪
りん

番
ばん

で里甲内の徴
ちょう

税
ぜい

事務や
治
ち

安
あん

維持に当たらせた。また、
里内の人

じん

望
ぼう

ある長
ちょう

老
ろう

を里老人
とし、里内の裁判や教化に当
たらせた。

❷「洪武」とは、朱元璋の制
定した年号。明代以後、一

いっ

世
せい

一
いち

元
げん

（一人の皇帝に 1つの年
号）の制が定着したため、皇
帝は年号で呼ばれることが多
い。廟号は、王朝の祖先祭

さい

祀
し

のための死後の称号である。

❻112人で百
ひゃく

戸
こ

所
しょ

、10百戸所
で千
せん

戸
こ

所
しょ

、 5 千戸所で 1
いち

衛
えい

を
編制した。
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民地化などによって生産地を支配するしかない。輸入商品を国内生産に切り

かえることは「輸入代
だい

替
たい

」と呼ばれるが、産業革命は、これら産業部門におけ

る「後進国」イギリスが、輸入代替によって「先進国」アジア諸国に追いつこう

とする試
こころ

みとして始まる。

イギリス産業革命の展開
　産業革命とは、とりわけ工業部門で技術革新

が集中的かつ連
れん

鎖
さ

的に実現し、生産システム

が大きく変わる事
じ

象
しょう

のことであり、イギリスで始まった。

　イギリスにおける産業革命の本格的な開始は、輸入代替に対するニーズと

誘因を背景とし、飛
と

び杼
ひ

を先
せん

駆
く

として、綿花から糸を紡
つむ

ぐ紡
ぼう

績
せき

業
ぎょう

や、綿
めん

糸
し

か

ら布を織る織
しょく

布
ふ

業
ぎょう

など綿工業で始まり、様々な機械が発明された。

　綿工業における機械の導入は、他の消費財産業に波
は

及
きゅう

するととも

に、機械を製造する機械工業や、機械の原材料を供給する製鉄業に

おける技術革新を促進した。また、ワ
Watt

ットによる蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

の改良

（1769年）により、機械の動力源として化石燃料を利用することが

可能となり、諸産業の生産性向上に貢献するとともに、蒸気機関車

や蒸気船が実用化されて（交通革命）、国内外の市
し

場
じょう

を拡大した。

　機械の導入は、手工業者・職人の熟
じゅく

練
れん

の価値を低下させるととも

に、大量の労働力の利用を必要かつ可能としたため、女性や子ども

を含む、賃金雇
こ

用
よう

された多数の非熟練労働者が働く工場制度に適合

的であった。こうして、繊
せん

維
い

産業を中心に、機械制工場制度や、工

場を経営する産業資本家とそこで働く労働者からなる経済システム

である資本主義が普
ふ

及
きゅう

した。

　産業革命の影響は、さらに生活様式・政治制度・社会構造などに波及した。

力をつけた産業資本家は、才能・勤勉・財産・理
り

性
せい

などを尊び、これらの原

理にもとづく政治・社会改革を要求した。また、工場は広大な土地を必要と

するため農村部に立地することが多かったが、これらの地域では、工場の周

囲に労働者が集
しゅう

住
じゅう

することによって都市化が進んだ。こうして出現した都市

（工業都市）や初期の工場内部では衛生環境が悪く、伝染病など様々な社会問

題が生じた。

　もっとも、産業革命の進行度は産業部門ごとに異なっていた。また、家
か

内
ない

制手工業生産を担う手工業者・職人は、産業革命の進行に抵抗するため職人

組合に結
けっ

集
しゅう

し、機械の破壊や暴動に訴えた❶。

1736～1819

❶機械打ちこわし運動の代
表例は、ランカシャー地方を
中心として1810年代に頂点を
迎えるラダイト運動である。
政府は機械打ちこわしを死刑
とする法律（1769年、1812年）
を制定し、運動を弾圧した。

クロンプトンのミュール紡績機

ワットの複動回転蒸気機関
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　ヘレニズムという言葉は、キリスト
教的伝統を表すヘブライズムに対して
西洋のギリシア文化的伝統を指すため
に用いることもあるが、歴史学では19
世紀ドイツの歴史家ド

Droysen

ロイゼンが提唱
した歴史概

がい

念
ねん

に従って用いられる。
　この概念では、アレクサンドロスの東方遠征以降、ロ
ーマが支配権を樹立するまでの期間を世界史的に重要な
時期としてヘレニズム時代と呼ぶ。またアレクサンドロ
スの帝国やその後

こう

継
けい

国家の広大な空間に、オリエントの
文化がギリシア文化の影響を受けて独自の文化を形成し
たので、それをヘレニズム文化と呼んでいる。
　ドロイゼンは東西の民族の混

こん

淆
こう

に力点をおいている。
しかし、アレクサンドロスの東方遠征やその後の支配は
実際には広大な地域のごくわずかにしかおよばず、支配

者のマケドニア人やギリシア人が活動した範囲も都市を
中心に限定されていたから、ギリシア文化がオリエント
に普

ふ

及
きゅう

して両文化が融
ゆう

合
ごう

したといっても、その程度は限
られていた。また、早くも前 3世紀の終わり頃になると
オリエントの側の要素が強まって、ギリシア文化が衰退
するようになる。
　ドロイゼン以来、この概念にはヨーロッパ人のオリエ
ント観がまとわりついており、研究もヨーロッパの側か
ら一方的にオリエントを観察して、彫刻などにギリシア
芸術の特徴を発見するようなかたちでなされてきた。し
かし、これはその時代と地域を正確に理解するには不適
当であり、現在の歴史学界では、概念の歴史的性格を把

は

握
あく

したうえで、オリエント側からの研究が進むことが期
待されている。

Q▶アレクサンドロス大王の大帝国の支配は、アカイメネス朝の地域で有効であっただろうか。

1804～84

アレクサンドロス大王の帝国とヘレニズム諸国家

イッソスの戦いの場面に描かれたアレクサンドロ
ス大王　イタリアのポンペイ出土のモザイク画。
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ローマの勢力範囲

Q▶アレクサンドロス大王の東方遠征のルート
を地図で確認し、その目的を考えてみよう。

東方遠征資料から考える

アレクサンドロス大王の帝国とヘレニズム諸国家

イッソスの戦い

くわしく見る

たんに固有名詞を連ねて出来事
を羅列するのではなく、
❶�出来事の歴史的背景や影響が
理解できる

❷�現代世界がどのように成り
立ってきたのかを考察させる

といったことを意識して叙述さ
れています。まさに「世界史探
究」にふさわしい内容です。

歴史学の議論に踏み込んだ記述
もありますが、丁寧に叙述され
ていますから、高校生でも十分
に理解できます。

スポットライトを当てたい地図・図版・図表
のために、「資料から考える」というコーナー
を用意しました。たとえば「アレクサンドロス
大王の東方遠征ルート」の地図も、問いとあわ
せて見ると、教科書p.65の旧アカイメネス朝
の領土すべてに自ら赴き、獲得しようとして
いることが分かります。 写真を拡大して見て

ほしいもの、図の全
体像を見てほしいも
のなどに二次元コー
ド を 設 け て い ま す
➡p.129 。ここでは

イッソスの戦いの全
体はリンク画面で確
認し、どこにアレク
サンドロスが描かれ
ているかを知ること
ができます。

本書の大きな特徴は
「コラム」にあります。
歴史を現代世界にか
かわる問題としてと
らえ、歴史の理解に
必要と思われるテー
マを詳しく説明して
います。

本文を中心とした授
業を３単位で進め、
生徒が授業を振り返
りながら「コラム」を
読むことで、主体的
な学習の態度を身に
つけることができま
す。コラムに付され
た問いも、考察の一
助となるでしょう。

歴史の背景や影響に踏み込んだ叙述が「新しい世界史」の視点を育む

1. 現代世界を知るための歴史的視座を養う教科書
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ポリスの成立と発展
　ミケーネ文明崩壊後、ギリシア人の居住地域では

同時代の文字の記録がない暗黒時代と呼ばれる時

期が約400年間続いた。この間にギリシアは鉄器時代に移行し、前 8世紀に

なると、各地にポ
Polis

リスと呼ばれる共同体が生まれた。ポリスは、人々が丘

（ア
acropolis

クロポリス）の上に守
しゅ

護
ご

神
しん

をまつる神殿を建て、その麓
ふもと

に寄り集まって居

住することで形成された都市共同体である。古代ギリシアの歴史を通じてポ

リスは1000近くあったとみられるが、それぞれが政治的に独立した都市国

家であった。諸ポリスは 1つの国家にまとまることはなく、たえず抗争した。

しかし、ギリシア人のあいだでは自分たちを「ヘ
Hellenes

レネス」❷と呼び、共通の言

語❸と神話、アポロン神の神
しん

託
たく

、オリュンピアの祭
さい

典
てん

への参加などを通じて

共通の民
たみ

であると認識していた。

　ポリスの成立と時期を同じくして、ギリシア人の大規模な植民活動が始ま

った。彼らは人口増加や耕地不足など様々な理由から植民を開始し、地中海

沿岸や黒
こっ

海
かい

沿岸などに植民市を建設した❹。植民市は故
こ

地
ち

と環境が似た海岸

沿いに建てられ、創
そう

設
せつ

されると本国（母
ぼ

市
し

）から政治的に独立した都市国家と

なった。200年間ほど続いた植民活動によって、ギリシア人の活動領域が広

がっただけでなく、交
こう

易
えき

によって商工業が発展し、ポリス内には大きな経済

力をもつ者も現れた。また、小
しょう

アジアのリュディア王国でつくられはじめた

貨
か

幣
へい

がギリシア人の地域にも広がり、商工業活動が促進された。

　ポリスの社会は、その正式構成員である市民と市民に隷
れい

属
ぞく

する奴
ど

隷
れい

からな

2

❸ミケーネ文明崩壊以降に
バルカン半島からエーゲ海周
辺に広がったギリシア人の集
団は、方言の違いでイオニア
人・アイオリス人・ドーリア
人にわけられる。

❹こうした植民市で現在も
繁栄している都市として、イ
タリアのネアポリス（現ナポ
リ）や南フランスのマッサリ
ア（現マルセイユ）、トルコの
ビュザンティオン（現イスタ
ンブル）などがある。

　ギリシアに成立したポ
リスと中国に成立した都
市（邑）を比較した時、ど
のような共通点と相違点
があるだろうか。

Q

❷ギリシア人は異民族を、わ
けのわからない言葉を話す
人々の意味で「バルバロイ」と
呼んだ。のちになると、軽蔑
的な意味を強め、野蛮な人々
の意で使われるようになった。
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ギリシア人の世界
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ヘレニズム時代

アレクサンドロス大王の
東方遠征

　ポリス世界が混迷を深めている頃、ギリシア

北方のマ
Macedonia

ケドニア王国❶が台
たい

頭
とう

し、国王フィ

リ
Philippos II

ッポス 2世は軍事力を強化して、勢力を拡大した。マケドニアの進出に対

するギリシア内での対応はまとまらず❷、また傭
よう

兵
へい

に頼って国防意識の薄れ

た市民たちはみずからマケドニアに対抗する行動に出なかった。前338年、

マケドニア軍がギリシアに侵攻してようやくアテネはテーバイなど他のポリ

スと連合し、マケドニア軍に戦いを挑んだが、カイロネイアの戦いで敗れた。

翌年、フィリッポス 2 世はギリシア諸ポリスとコ
Korinthos

リントス同盟（ヘ
Hellas

ラス同盟）

を結成した。これにより、ギリシアの諸ポリスは自由と自治を維持したが、

マケドニア軍が駐
ちゅう

留
りゅう

して監督することになったので、ポリスの自主独立の体

制は名
めい

目
もく

的なものとなった。

　フィリッポス 2 世の息子ア
Alexandros

レクサンドロス（大王）が王位につくと、彼は父

王の遺
い

志
し

を継ぎ、マケドニアとギリシア諸ポリスの連合軍を率いて、前334

年に東方遠征に出発した。アレクサンドロスが率いる軍は、アカイメネス朝

のダレイオス 3世の軍を幾度も破って敗走させ、ペルシア帝国の崩壊を決定

づけた。前330年のアカイメネス朝滅
めつ

亡
ぼう

後もアレクサンドロスは遠征を続け、

遠征軍はインダス川を渡ってインド西北部にまで到達した。

　こうして、マケドニアとギリシア本土に加えオリエント諸地域もアレクサ

ンドロスの支配下に入った。王は征服した各地にアレクサンドリアという名

の都市を建てるとともに、行政の整備につとめ、マケドニア人とペルシア人

の結婚を奨
しょう

励
れい

するなど、広大な地域の支配に適合する民族の融
ゆう

和
わ

を試みた❸

が、帝国統
とう

治
ち

の仕組みが整わないうちに熱病で急死した。

ヘレニズム時代の
諸王国と文化

　大王の死後、その領土をめぐって部下の将軍たちの

あいだで争いがおこり、大王の遺領は分割され、エ

ジプトにはプ
Ptolemaios

トレマイオス朝の王国、 シリア以東の西アジア地域には

セ
Seleukos

レウコス朝の王国ができた。ギリシアの諸ポリスは、マケドニアの支配か

ら脱しようとしたが失敗し、アテネは富
ふ

裕
ゆう

者
しゃ

による寡
か

頭
とう

政
せい

に移行させられ、

民主政は終わりを告げた。

　アレクサンドロスの東方遠征から大王領の後
こう

継
けい

国家最後のプトレマイオス

3

在位前359～前336

在位前336～前323

在位前336～前330

Dareios III

前304～前30

前312～前64

❶マケドニア人はギリシア
人の一派であるが、ポリスを
形成せず、王国を建てていた。

❷アテネでは、 弁論家デモ
ステネス（前384～前322）がマ
ケドニアの脅

きょう

威
い

にギリシア諸
ポリスが結束して抗するよう
訴えたが、同じく弁論家イソ
クラテス（前436～前338）はフ
ィリッポスがギリシア統合の
中心となってペルシアへ遠征
するよう期待した。

❸大王はペルシアの言語や
風習を取り入れもしたが、王
に平

ひれ

伏
ふ

して挨
あい

拶
さつ

するペルシア
風の拝

はい

跪
き

礼
れい

はマケドニア人の
反発をまねいた。

　ギリシアのポリスは、
マケドニアに敗れてポリ
スとしての自立性を失っ
ていった。その原因は何
だろう。

Q

アリストテレス　マケドニア
国王の侍医の子として生まれ、
アテネのプラトンの学園アカ
デメイアで学んだ。マケドニ
ア国王フィリッポス 2 世のま
ねきで、若きアレクサンドロ
スの家庭教師をつとめた。
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古代西アジアの統一
　メソポタミア北部からおこったアッシリア人は、

鉄製の武器や騎
き

馬
ば

兵
へい

を用いて前 8 世紀には強
きょう

盛
せい

となり、前 7 世紀中頃までにエジプトを含む広い地域を支配する帝国となっ

た（ア
Assyria

ッシリア帝国）。王は政治・軍事・宗教にわたる強大な権力を保持し、

広大な領土を統
とう

治
ち

する行政組織を整え、駅
えき

伝
でん

制
せい

も設けた❶。しかし、重税や

強制移住政策は服
ふく

属
ぞく

する人々の反乱をまねき、前612年帝国は崩壊して、旧

領内にはリ
Lydia

ュディア❷・新
Neo Babylonia

バビロニア・メ
Media

ディア・エジプト（新王国の復活）の

4 王国が分立した。

　前 6 世紀中頃になると、イラン高原の西南部に居住していたペルシア人が、

アカイメネス（アケメネス）家の指導下で勢力を拡大してメディアから独立し、

さらにリュディア・新バビロニアをつぎつぎに滅ぼし、前525年にはエジプ

トも征服して巨大な帝国となった。ア
Achaemenes

カイメネス朝第 3 代ダ
Dareios I

レイオス 1世は、

インダス川から小
しょう

アジア（アナトリア）に至る広大な領域を支配し、最盛期を

現出した。彼は、帝国全土を約20の行政区にわけ、総
そう

督
とく

（サ
Satrap

トラップ）をおい

て統治させるとともに、「王の目」「王の耳」と呼ばれる監督官を巡回させて、

総督の監
かん

視
し

と地方の調査をおこなわせた。また、「王の道」と呼ばれる帝都ス

サと地方都市とを結ぶ幹
かん

線
せん

道路を整備させて、中央集権的な政治体制づくり

につとめた。

　アカイメネス朝はアッシリアと異なり、征服した諸民族に対して寛
かん

容
よう

政策

を基本とし、アラム人やフェニキア人の活動を保護したため、交
こう

易
えき

が盛んに

なった。また、ギリシア遠征（ペルシア戦争）には失敗したものの、アカイメ

ネス朝は地中海沿岸諸地域にも政治的・文化的に長く影響をおよぼし続けた。

しかし、アレクサンドロス大王の遠征によって、前330年ついに滅亡した。

　アカイメネス朝の宗教は、火を崇
すう

拝
はい

するゾロアスター教であった。最高神

で善神のア
Ahura Mazda

フラ ゠マズダと悪神ア
Ahriman

ーリマンとの戦いの場としてこの世を位置

づける二元論で、最後の審判や天国などの観念は、ユダヤ教やキリスト教、

イスラーム教に影響を与えた。ゾロアスター教の教えは南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代の中国に

伝わり、拝
はい

火
か

教
きょう

、あるいは祆
けん

教
きょう

と呼ばれた。

1

前 2千年紀初め～前612

前550～前330 在位前522～前486

（→p.68）

（→p.72）

（→p.55）

❶アッシュルバニパル（在位
前669/668～前627）王のときに
領土は最大となり、首都ニネ
ヴェの王宮には膨

ぼう

大
だい

な文書を
収納する文書館を造営した。
この王宮で発見された大量の
粘
ねん

土
ど

板
ばん

文書が、楔
くさび

形
かた

文字を史
料とする古代オリエント研究
の基礎となった。

❷世界で初めて貨
か

幣
へい

が鋳
ちゅう

造
ぞう

されたのは、リュディア王国
とされている。

　アッシリア帝国、アカ
イメネス朝、パルティア、
ササン朝の領域・政体・
文化を比較し、共通点と
相違点を整理してみよう。

Q

アッシュルバニパル王の狩
しゅ

猟
りょう

　
アッシリア王のライオン狩り
の様子を描いた石板の浮

う

き彫
ぼ

り。アッシリアの首都ニネヴ
ェから出土。
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資料からの問い

❶ 資料からローマ人が生み出した文化
が何かをさがし出し、その性格を考
えてみよう。

❷ ローマ帝国の支配は被征服地にどの
ような影響をもたらしただろうか。属
州となっていた諸地域がローマ帝国
衰
すい

退
たい

後どうなったか、考えてみよう。

1 世紀
●
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝（
～
3
世
紀
）

27
●
オ�

ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
、�

初
代
ロ
ー
マ
皇
帝
と
な
る

202
●
漢
建
国（
～
後
220
）

221
●
秦
の
中
国
統
一

334
●
ア�

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王�

の
東
方
遠
征
開
始

500
●
ペ
ル
シ
ア
戦
争

550
●
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝（
～
前
330
）

7 世紀
●
ア�

ッ
シ
リ
ア
の
オ
リ
エ
ン
ト
統
一

8 世紀
●
ギ
リ
シ
ア
で
ポ
リ
ス

1050
頃
周
王
朝

1500
頃
ア
ー
リ
ヤ
人
の
イ
ン
ド
移
住

1600
頃
殷
王
朝

2600
頃
イ
ン
ダ
ス
文
明

2800
頃
エ
ー
ゲ
文
明

3000
頃
エ
ジ
プ
ト
に
統
一
国
家�

メ�

ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に�

都
市
国
家

7000
頃
農
耕
・
牧
畜
の
開
始

700万年前
●
人
類
の
誕
生

10000 1000 紀元前 紀元後

諸地域の
歴史的特質の形成

2世紀の世界

カラカラ帝（在位211～217）の浴場跡

後漢

チャンパー
扶南

倭（弥生時代）

鮮卑
パルティア

サータヴァーハナ朝

テオティワ
カン

ローマ帝国
ローマ

地 中 海

イ ン ド 洋

南

東

シ

シ

ナ

ナ

海

海

アラビア海 ベンガル湾

太 平 洋

太 平 洋大 西 洋

マヤ
クテシフォン

長安

高句麗

クシャーナ朝
プルシャプラ

洛陽

ローマ帝国の元
げん

老
ろう

院
いん

議
員で歴史家のタキトゥ
スが 1世紀末に公刊
した作品『アグリコラ』
には、帝国の属

ぞく

州
しゅう

とな
ったブリテン島での属
州総

そう

督
とく

アグリコラの活
躍が記されている。イ
タリアから遠く離れた
領土でのローマ人の活
動をみてみよう。

この地方の人々は、てんでに散らばって住み、粗野な生活を営んでいるた
めにすぐ手軽に戦争を起す気持ちになる。こうした民族を快適な生活を通
じて、平和と憩

いこ

いになじませようと、あるいは個人的に説得しあるいは公
的に援助したりして、神殿や市場や家を建てさせた。・・・酋

しゅう

長
ちょう

の子弟に教
養学科を学ばせ、資性に磨きをかけさせた。・・・その結果、いままでロー
マ人の言葉・ラテン語を拒否していた人まで、ローマの雄弁術を熱心に学
び始めた。こんな風にしてローマの服装すら尊重されるようになり市民服
が流行した。そして次第に横道にそれだし悪徳へと人を誘うもの、たとえ
ば逍

しょう

遥
よう

柱
ちゅう

廊
ろう

、浴場、優雅な饗
きょう

宴
えん

に耽
ふけ

った。これを何も知らない原住民は、
文明開化と呼んでいたが、じつは奴

ど

隷
れい

化を示す一つの特色でしかなかった。
 （タキトゥス〈国原吉之助訳〉『ゲルマニア アグリコラ』）
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　第Ⅱ部では、人類最古の文明の誕生から始めて、古代の諸地域の発展と国

家形成の過程を学ぶ。古代において、人類は実に多くのものを生み出した。

人々は今日の政治や社会の基礎的な仕組みやそれに関する考え方をつくり出

し、現代世界でも多数の人々の信仰を集める仏教、儒
じゅ

教
きょう

、キリスト教なども

古代に誕生した。イスラーム教もこうした古代の宗教の影響を受けて、 7世

紀に成立したのである。

　古代が残した人類史上もっとも重要な事績の 1つは、「国家」の創出である。

人類は、前 3千年紀以降、現代生活の始原といってよい都市的な生活を世界

各地で生み出し、そうした都市から国家が誕生した。人類最初の国家は、お

おむね都市国家の形態をとったのである。その後、ほとんどの地域では都市

国家はより大きな国家へと統合されていき、さらにそれらの国家も強大な軍

事力をもつ国家に組み込まれた。広大な地域を領有し人々の集団を多数支配

する「帝国」の出現である。

　古代に現れた帝国のうち、地中海周辺地域を中心にアルプス以北のヨーロ

ッパ内陸部や中東地域まで支配したローマ帝国と、東アジアに統一国家を現

出させた秦
しん

漢
かん

帝国とは、その広い領土を中央集権的な支配のもとにおいただ

けでなく、法にもとづく統
とう

治
ち

や官僚、そして宗教を背景にした支配の理念ま

で備えた点で特記に値し、後世にもその価値が継承された。

　帝国は悲
ひ

惨
さん

な戦いをともなう征服活動で多くの人々を支配下に入れたが、

その統治下で長く平和を実現し、経済活動を活性化させ、都市的生活を広め

た。また、帝国の強大な政治力は周囲の地域に影響をおよぼし、諸地域の交

流をうながした。オアシスの道（シルク゠ロード）をはじめ、陸と海の交
こう

易
えき

路が 2つの帝国の世界を結びつけた。富を有する帝国の支配者たちは芸術や

建築をはじめ高度な文化を生み出すことに貢献したが、これらも周辺地域に

伝
でん

播
ぱ

していったのである。

962
●
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国（
～

1806
）

960
●
宋（
～

1276
）

936
●
高
麗
に
よ
る
朝
鮮
半
島
統
一

907
●
五
代
十
国
時
代（
～
979
）

9 世紀
●�

キ
エ
フ
公
国（
～
13
世
紀
）

800
●
カ
ー
ル
大
帝
戴
冠

756
●
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝（
～

1031
）

750
●
ア
ッ
バ
ー
ス
朝（
～

1258
）

744
●
ウ
イ
グ
ル（
～
840
）

676
●
新
羅
、
朝
鮮
半
島
を
統
一

661
●
ウ
マ
イ
ヤ
朝（
～
750
）

618
●
唐（
～
907
）

581
●
隋（
～
618
）

570
頃
ム
ハ
ン
マ
ド
誕
生

552
●�

突
厥（
～
745
）

476
●
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

395
●
ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

320
頃
グ
プ
タ
朝（
～
550
頃
）

4 世紀
●
マ
ヤ
の
都
市
国
家（
～
9
世
紀
）

224
●
サ
サ
ン
朝（
～
651
）

2 世紀初
●
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
土
最
大

400 600 700 800 900 1000
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カンバルクの町（元の首都の大
だい

都
と

。現在の北
ペ

京
キン

）はその内外に、ほとんど信
じることができないほど多数の家屋と人口とを擁

よう

している。……城外の街
区には城内より多くの人間が居住し、宿泊している。それはたとえば商人
たちや旅行中の外国人であるが、その数は多く、彼らはあらゆる地方から
大カアン（遊

ゆう

牧
ぼく

民
みん

の大首
しゅ

長
ちょう

。ここでは元朝皇帝のクビライを指す）に献
けん

上
じょう

す
るため、ないし宮

きゅう

廷
てい

に売るために品物を運んできたのである。……このカ
ンバルクの町には、世界中のどの町にも増して貴重で高価で珍しい品物が
到来する。しかも、そのすべての品物について膨

ぼう

大
だい

な量が運び込まれるの
である。……絹

きぬ

だけに限ってみても、毎日少なくとも1000台の荷車がこの
町に入ってきて、その絹から大量の金糸の絹織物などが生産される。

（歴史学研究会編『世界史史料 4』、一部改変）

資料からの問い

❶ モンゴル帝国時代に、マルコ ゠ポー
ロをはじめとするヨーロッパ商人が東
方との貿易を活発化させたのはなぜ
か。考えてみよう。

❷ 15世紀のヨーロッパ商人は、経済的・
文化的に繁栄していたアジアとどの
ような手段で交易をおこなおうとし
たか、考えてみよう。

1494
●
イ
タ
リ
ア
戦
争（
～

1559
）

1480
●
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
自
立

1492
●
コ�

ロ
ン
ブ
ス
、�

ア
メ
リ
カ
到
達

1453
●
オ�

ス
マ
ン
朝
、�

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
都
と
す
る

1392
●
朝
鮮
王
朝（
～

1910
）

1378
●
教�

会
大
分
裂�

（
シ
ス
マ
、
～

1417
）

1370
●
テ
ィ
ム
ー
ル
朝（
～

1507
）

1368
●
明（
～

1644
）

1348
頃
西�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
黒
死
病
流
行

1339
●
英�

仏
百
年
戦
争（
～

1453
）

1300
頃
オ
ス
マ
ン
朝（
～

1922
）

1271
●
ク
ビ
ラ
イ
、
元
建
国

1258
●
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
滅
亡

1250
●
マ
ム
ル
ー
ク
朝（
～

1517
）

1241
●
ヴ
ァ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
戦
い

1215
●
大�

憲
章（
マ
グ
ナ

=

カ
ル
タ
）�

発
布

1206
●
チ�

ン
ギ
ス

=

カ
ン
即
位�

モ
ン
ゴ
ル
帝
国（
～

1388
）

1096
●
第�

1
回
十
字
軍（
～
99
）

1077
●
カ
ノ
ッ
サ
事
件

1038
●
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝（
～

1194
）

1000 1100 1200 1300 1400

13世紀後半～14世紀前半のユーラシア

クビライに謁
えっ

見
けん

するマルコ ゠
ポーロ

13世紀後半、ユーラシアを
陸路・海路でめぐる大旅行
をおこない、モンゴルの元

げん

朝に17年仕えたヴェネツ
ィア出身の商人マルコ ゠
ポーロの有名な『世界の記
述』（『東

とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

』）をみて
みよう。

諸地域の交流・再編

赤道

モスクワ

キエフ

アンカラ

バグダード イスファハーン

サライサライ
黒

地

中

海

イェルサレム

メッカ

カイロ

ホルムズ

アラビア海
ベンガル湾

イ　　ン　　ド　　洋

サマルカンド

沙州

デリー ラサ

甘州

成都

大理

スコータイ朝

エミール

ブルネイ

ナイ

川
ル

ン

川
スダ

イ

太  平  洋

イリ川

ア

シ

ム

ル

川

川
カ
ス
ピ
海

ヴェネツィア

マムルーク朝

タブリーズ

カラコルム

景徳鎮

広州
重慶 泉州

ウイグル

チベット（吐蕃）

アンコール朝

ハンガリー

ビザンツ帝国
コンスタンティノープル

ポーランド

アルマリク

アラビア半島
デリー＝スルタン朝

（ハルジー朝）

ガ
川スジン

ビルマ

チャンパー
大越（陳朝）

スマトラ島

ジャワ島

セイロン島

福州

慶元（明州）長江

黄
河

揚州

大都
上都

日本
鎌倉

京
杭大
運河

女真
ブルカン山オルホン川

キルギス
バイカル湖

黒 竜
江

イル＝ハン国

チャガタイ＝ハン国

キプチャク＝ハン国

元
京都

大宰府

高麗
開城

杭州

アッコン
カシュガル

雲南
永昌

マジャパヒト王国

神聖ローマ帝国

海

1000km0

マルコ゠ポーロの経路
（1271～1299）

往路

復路

カリマンタン
（ボルネオ）島
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第　　　　章 西アジアの帝国と古代ギリシア

❶  西アジアに大帝国を建設したアカイメネス朝は、どのように統治し、後世にい
かなる影響を与えたのだろう。

❷  ギリシアのポリス社会では、どのように政治・経済・文化が発展していっただ
ろうか。

❸  ヘレニズム時代の政治や文化について、それ以前のギリシアの政治や文化とど
のような違いがあると考えられるだろう。

Q

5

10

　多くの民族が興
こう

亡
ぼう

した西アジアでは、周辺民族を服従させる帝国が出現
した。しかし、帝国の統

とう

治
ち

には、絶対的な王の権力や強力な軍事力だけで
はなく、様々な工夫が必要であった。アカイメネス朝は整備された組織、
交通路などによりインダス川からエーゲ海におよぶ史上例のない巨大帝国
を出現させた。一方、エーゲ海周辺ではギリシア人の移動と定着の結果、
ポリスと呼ばれる都市国家が形成された。また、ギリシア人は植民活動や
交
こう

易
えき

を通じて地中海周辺諸地域と交流し、高度な文化を発展させた。ぺロ
ポネソス戦争以降ポリス社会が変質するなかで、アレクサンドロス大王に
より空前の大帝国が建設され、ギリシアの文化と西アジアの文化が融

ゆう

合
ごう

し、
新しい文化が生み出された。

74 第 4章　西アジアの帝国と古代ギリシア

5

10

朝がローマに滅ぼされるまでの約300年間を、ヘ
Hellenism

レニズム時代と呼んでいる。

ギリシア人の東方への拡大によって、ポリスをこえた国家体制が成立し、そ

れにともなう新しい価値観も誕生した。世界市民主義（コ
cosmopolitanism

スモポリタニズム）

の思想が生まれる一方で、政治から離れて個人の内面の幸福を追求する哲学

が現れ、ストア派やエピクロス派が盛んになった❶。

　この時代には、ギリシア美術が彫刻の領域で「ミロのヴィーナス」や「ラオ

コーン」のような傑作を生み出しただけでなく、その様式は東方にも広まり、

インドや中国・日本に至るまで影響を与えている。また、前 4 世紀にコ
Koine

イネ

ー❷と呼ばれるギリシア語が形成され、やがてヘレニズム時代の諸地域で標

準語となった。

　ヘレニズム諸王国のなかでもっとも経済的に豊かであったプトレマイオス

朝では、アレクサンドリア市が経済と文化の中心として栄え、王立研究所（ム

セ
Museion

イオン）や大図書館がつくられ、自然科学や文
ぶん

献
けん

学の研究が進められた❸。

❸シチリア島出身の物理学
者アルキメデス（前287頃～前
212）や、ギリシアの数学者エ
ウクレイデス（ユークリッド、
前300頃）、サモス島出身の天
文学者アリスタルコス（前310
頃～前230頃）、北アフリカ出
身の地理学者エラトステネス

（前275頃～前194頃）がムセイ
オンで研究した。

❷「共通語」という意味。『新
約聖書』もコイネーで書かれ
た。

①  アテネで、直接民主政が発展した経緯についてまとめてみよう。
②  ペルシア戦争後、ギリシアのポリス社会は大きく変化していった。その理由は何だろう。
③  ギリシア文化が後世に与えた影響でもっとも重要な要素は何だろう。

章末の問い

❶ゼノン（前335～前263）を祖
とするストア派は禁欲主義、
エピクロス（前342～前271）が
開いたエピクロス派は快楽主
義をとなえた。 

「ミロのヴィーナス」
ヘレニズム時代の彫刻の代表
的な作品。エーゲ海南部のミ
ロス（ミロ）島にあったポリス、
ミロスの遺跡で1820年に発見
された。

「ラオコーン」　トロイ
伝説の神

しん

官
かん

を描いた大
理石像で、ヘレニズム
時代を代表する像。

ペルガモンのゼウスの大
だい

祭
さい

壇
だん

　ヘレニズム
時代に繁栄した小アジア北西部の都市ペル
ガモンで、前 2 世紀につくられたギリシア
神話の主神ゼウスをまつる祭壇。壮麗な浮

う

き彫
ぼ

りが施されている。発掘後にドイツに
移され、現在ベルリンの博物館に展示され
ている。

章ごとの学習の流れ

第Ⅳ部では、人々の国際的な移動や貿易の広がりなどにより、いかに諸地域が結合され、
変容したかを考えます。扉では福沢諭吉の『学問のすゝめ』を資料として取り上げ、近代化
の理念とその背景となる歴史を読み取り、考えることができます。

第Ⅱ部では、古代において諸地域がそれぞれどのよう
な社会を形成し、そこでどのような文化・宗教・思想
が育まれたかを考えます。扉ではローマ帝国の資料を
取り上げ、ローマが生み出した文化や、帝国として 
広がることで他地域に及ぼした影響を読み取り、考え
ることができます。

第Ⅲ部では、諸地域の交流が深まるなかでどのような
再編がなされたのかを考えます。扉ではマルコ＝ポー
ロの資料をとりあげ、交易の拡大、都市の発達、文化・
思想の伝播などを読み取り、考えることができます。

各章の扉に、章の内容の導入文とと
もに、その章の内容を問題意識を
もって読み進めていくための問いを
用意しました。
生徒は、その問いに基づき仮説を 
立てながら、「何を学ぶか」「何に注目
すべきか」を知ることができます。

本文では、各所に着眼点となる問い
を示しています。「相違点を整理して
みよう」「原因は何だろう」など、考察
の方向性も指し、思考を促す問いと
なっています。

章の最後に「探究」の問いを用意し
ました。「まとめてみよう」「理由を
考 え よ う 」と い っ た 問 い で は、 
生徒が主体的に学習に取り組むこ
とができますし、「後世に与えた
影響は何だろう」といった問いで
は、生徒が現代社会に結びつけて
考察することができます。

深く追究する問いが重層的に思考力を磨く
この教科書では、世界の歴史を４つの大きな枠組みで分け、第Ⅱ部から第Ⅴ部として、その展開を紹
介します。各部の扉は、その時代の展開にかかわる出来事の意味や意義、特色を多面的・多角的に考
察するためのエピローグとなっています。

2. 「考える」「理解する」「追究する」教科書—各章の学習の流れ

新世界史

部 扉

章 扉

本 文
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102 第 6章　ヨーロッパの形成とイスラーム教の誕生
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段が限られていた当時、ウマイヤ朝やアッバース朝の領域は、一人の君主が

統
とう

治
ち

するには広すぎた。また地方政権が誕生した地域は、もともと地理的・

文化的にひとまとまりの単位であったので、分権化が進むのは自然な流れで

あった。アッバース朝の時代になると、その領域全体で、アラビア語が行政

のための言語として使用されるようになり、人々が日常的に使う言語も徐々

にアラビア語にかわっていった。現在、アラビア語を話す人々が西アジアか

ら北アフリカに広く分布しているのはその結果である。一方、サーマーン朝

の領域である中央アジアやイラン高原東部では、 9世紀末頃から住民の日常

語であるペルシア語が、行政の言語としても用いられはじめた。各地でアラ

ビア語の重要性が増す一方で、このように、一部の地方では言語の面でも自

立がみられるようになった。

　地方政権の 1つとしてカスピ海南岸に成立したブ
Buwayh

ワイフ朝は、シーア派の

政権であり、アッバース朝カリフの命に従わなかった。ブワイフ朝の君主は

946年にバグダードを攻略したが、カリフを廃さず、その権威を利用して大

アミール（大将軍）となり、政治・軍事の実権を握った。

　ブワイフ朝と同じ頃にチュニジアにおこっ

たシーア派のフ
Fatima

ァーティマ朝は、969年にエ

ジプトを征服し、新
しん

都
と

カイロを建設した。こ

の王朝の君主は、シーア派の最高指導者を自
じ

認
にん

し、カリフを名乗って、アッバース朝の権

威に挑戦した。

　このように、10世紀から11世紀にかけては、

イラン高原から北アフリカにかけての地域で、

932～1062

909～1171

1000km0
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ファーティマ朝
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ブワイフ朝

サーマーン朝

カラハン朝

アラビア海

アラル海
カ
ス
ピ
海

紅

海

黒 海

海
中

地
コルドバ

コンスタンティノープル

バグダードカイロ

スンナ派王朝
シーア派王朝

ローマ

神聖
ローマ
帝国

10世紀のイスラーム世界アズハル ゠ モスク　エジプト
を征服したファーティマ朝は
新都カイロを造営し、その中
心にアズハル ゠ モスクを建
てた。972年に併

へい

設
せつ

されたマ
ドラサ（学院）はイスラーム最
古の高等教育機関で、現在で
はスンナ派教学の最

さい

高
こう

峰
ほう

であ
る。

後ウマイヤ朝の都
みやこ

コルドバの
モスク　コルドバのモスク
（メスキータとよばれる）はイ
スラーム教のモスクであった
が、現在はキリスト教の大聖
堂になっている。柱は他の建
物からもってきたため寸

すん

法
ぽう

が
あわず、天井との隙

すき

間
ま

をうめ
る工夫として、独特の二重ア
ーチが採

さい

用
よう

された。

1033．イスラーム教の誕生とカリフの政権

5

①  ローマ帝国が支配していた地中海世界は、 8世紀末までに 3つの文明圏に大きくわかれ
ていった。その経緯を整理しつつ、それぞれの文明圏が何を基盤として成立しているのか、
考えてみよう。

②  カール大帝の皇帝戴
たい

冠
かん

は、中世ヨーロッパ世界成立の画期とされるが、その理由を考え
てみよう。

③  ムスリムの政権のもとで、アラブ人以外の被征服民の立場はどのように変化していった
か、整理してみよう。

④  カリフの地位と役割は、時代とともにどのように変化したのか、まとめてみよう。

章末の問い

① イブン ゠ バットゥータ『大旅行記』（1326 年）

ダマスクスにおけるワクフは、その種類において、またその支出額においても算定出来な
いほどの数である。［例えば］その 1 つに、メッカ巡

じゅん

礼
れい

に行けない人たちのため［に特別に
設定された］、幾つものワクフがある。これは、彼らのなかの巡礼に行こうとする者に対
して、十分な［旅行］費用をワクフから提供するものである。また娘たちの結婚準備のため
に用意されたワクフがある。これは、娘たちに十分な準備をしてやれない彼らの家族のた
めに提供されるワクフである。さらに捕虜となった者を保釈するためのワクフや、旅人た
ちに食べ物、衣類や彼らの国へ［戻るため］の旅の必需品類を提供するワクフがある。道路
を整備・舗

ほ

装
そう

するためのワクフもあるが、これは、ダマスクスの路地道はすべてその両側
に、歩行者たちが通る舗装部分があるためである。一方、駄

だ

獣
じゅう

に乗った人たちは、その中
間の道を通る。さらに、それら以外にも慈善事業を目的とし［て設定され］た幾つものワク
フがある。 （イブン・ジュザイイ編、家島彦一訳注『大旅行記 1』より、一部改変）

②イナーヤト ゠ ハーン『シャージャハーン ゠ ナーマ』（1658 年）

燦
さん

然
ぜん

たる墓
ぼ

廟
びょう

（タージ ゠ マハル）が〔完成に要した〕12年のあいだに、その費用として500
万ルピーを費やしたことは紛

まぎ

れもないことである。また墓庭園の周辺には数々の広場や宿
泊所、商店が設けられ、宿泊所の背後に多くの食品製造工房も設立された。…かくしてこ
の燦然たる墓廟に設けられたワクフ制度によって、もし修繕が必要な場合にはこの寄進財
産の収益でもってその支出に充当し、残余は〔墓廟関係の〕年俸受給者および月俸受給者に
支給されるとともに、墓廟に仕える人々やその他困窮者たちのための必要な支出に充

あ

てら
れる。剰余が生ずれば、この墓廟の豊かな財庫に繰り入れられる。

（歴史学研究会編『世界史史料 2』、一部改変）

シーア派の政権があいついで成立した。しかし、その治
ち

下
か

にあった人々がシ

ーア派に改宗することはほとんどなく、ムスリムの大半は依然としてスンナ

派に属していた。

　イベリア半島の後
こう

ウマイヤ朝は、ファーティマ朝への対抗上カリフを称し

たので、10世紀後半には、 3 つのカリフ政権が並びたつこととなった。 7

世紀にムスリムの政権が誕生した当初は、指導者である一人のカリフにすべ

てのムスリムが従っていたが、10世紀頃にはこの体制は完全に崩壊してしま

った。

（→p.99）

Q▶ 資料②について、
タージ ゠マハルの維
持においてワクフは
どのように運用され
ているか。

Q▶ 資料①のなかに
みられる「ワクフ」と
はどのような制度の
ことだろうか。

資料から考える

1172．宋と周辺諸国

5

料
りょう

や薬品類が中国へ輸出された。広
こう

州
しゅう

・泉
せん

州
しゅう

・明
めい

州
しゅう

（寧
ニン

波
ポー

）などの港には市
し

舶
はく

司
し

がおかれ、積
つみ

荷
に

検査や課税など海上貿易を管理した。

宋代の文化
　唐代後期以来、中国の文化的潮

ちょう

流
りゅう

は、大きくかわってきた。

美術の面では、装
そう

飾
しょく

的な華やかさから理知的な精神性の重

視へ、そして学問の面では、知識の蓄
ちく

積
せき

から人間としていかに生きるべきか

という哲学・道徳の重視への動きである。この動きは、仏教などの外来文化

の影響を脱して中国本来の文化に戻ろうとする復
ふっ

古
こ

の主張と重なりあってい

た。この文化革新の流れを担ったのは、貴族にかわり官界に進出した士
し

大
たい

夫
ふ

、
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Q▶『東京夢華録』は南宋の人、孟元老が、北宋の
開封の様子を記した回想録である。宋代の開封と
唐代の長安での庶民生活の違いをあげてみよう。

Q▶どのような人々や
動物がいて、どのよう
な店が立ち並んでいる
だろう。

「清明上河図」と宋代の庶民生活資料から考える

「清
せい

明
めい

上
じょう

河
が

図
ず

」　北宋の都開封の繁栄を描いたとされる絵巻物。張
ちょう

択
たく

端
たん

作。
図は城内の商店街で、買物客・行楽客であふれている。（呉

ご
子
し
玉
ぎょく
模本）

宋代の中国と運河

開封の都市計画図（想定）
（伊原弘『中国開封の生活と
歳時』をもとに作成）

　（街路には）それぞれ茶店や居酒屋、
芝
し

居
ばい

小屋や飲食店がある。市中の商
売人の家では、食事ごとにそういう
飲食店から料理を取って間に合わせ、
家には惣

そう

菜
ざい

を用意しない者が多い。
…繁華な場所になると、朝まで店を
閉めない。普通の場末の辺

へん

鄙
ぴ

なとこ
ろでも、午前 0時頃になると、茶瓶
を下げたお茶売りが出てくる。とい
うのは、都の人は公私の仕事が忙し
くて、夜更けてやっと帰宅するから
である。（入矢義高・梅原郁訳注『東京夢華録』）

孟
もう

元
げん

老
ろう

『東
とう

京
けい

夢
む

華
か

録
ろく

』

「清明上河図」く
わ
し
く
見
る

地図・グラフの作成において
は、カラーユニバーサルデザ
インに則り、色覚特性のある
生徒にも読みやすい配色や 
線種を使用しました。

宋代の開封の様子を、回想
録や絵画、地図など多様な
史資料から多角的にとらえ、
当時の社会を考察できます。

文字資料は20ほど用意しています。それぞれに
問いを付し、読み解く視点を示すことで、資料
を読み解く技能が習熟するよう工夫しました。

探究活動のために読み解くべき図版、
参考動画を中心に、二次元コードを
活 用 し た 資 料 を30個 設 け ま し た。 
教 科 書 の 写 真 を 拡 大 し た り、他 の 
場面を見たりすることができます。

3. 図版・地図・史資料を読み解く力がつく教科書

カラーユニバーサルデザイン

文字資料

多角的視点

二次元コードの活用

新世界史

豊富な図版
480点ほどの写真、

170点ほどの地図・図表を付し、
「資料から考える」のコーナーを
設けることで、歴史を視覚的に
理解できるよう留意しました。
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371．中央ユーラシア――草原とオアシスの世界

5
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1
中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
Q▶  中央ユーラシアの人々の動向は、世界の歴史にどのような影響を与えたの
だろうか。

中央ユーラシアの風土 Q▶  中央ユーラシアの風土に適応して、人々はどの
ような生活を営むようになったのだろうか。

　ユーラシア大陸の中央部は、パミールの東西にのびる大山脈が高温多

湿のアジアの季節風（モンスーン）をさえぎるために乾燥し、寒暖の差が

大きい大陸性気候を特徴とする。ここには東のモンゴル高原から西の黒

海北岸にかけて広大な草原が連なり、その南にはいくつもの砂漠が広が

っている。そして、砂漠のあいだには高山地帯の雪
ゆき

解
ど

け水
みず

を水源とする

中央アジア❶のオアシスが点在する。この広大な空間を中央ユーラシ

ア❷と呼ぶ。ここでは、きびしい環境に適応した草原の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

や、オア

シスの定住民が活躍し、彼らは周辺の諸勢力と様々な関係を結びながら

世界史の展開に大きな役割を果たした。

❶ユーラシア大陸中央部の地
域名称。その範囲は一定では
ないが、パミールの東西に広
がる砂漠・オアシス地域と北
部の草原地域を中心とする。
現在では、カザフスタン、ウ
ズベキスタン、トルクメニス
タン、タジキスタン、キルギ
ス、中国の新

しん

疆
きょう

ウイグル自治
区などの地域にあたる。

❷内陸アジアという名称も長
く用いられてきた。

匈
きょう

奴
ど

の国家と秦
しん

・漢
かん

が現れた紀元前３世紀以降、ユーラシアの東側には、遊牧と農耕の
２つの世界が並び立った。７世紀、可

カ

汗
ガン

と皇帝を兼ねた唐の君主がこれらを統合した。

中央ユーラシアと東アジア世界

Q▶  ２つの世界はそれぞれどのような特徴をもつ社会を形成し、またどのような関係にあったのだろうか。

第2章

中央ユーラシアの
地勢と遊牧諸勢力
の移動
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・�中央ユーラシアと東アジアの歴史的特質を理解する。従来東アジア、とくに中国の王朝交替を中心とした
国家形成の理解にとどまらず、中央ユーラシアの歴史との関わりに着目して相互の社会、宗教、文化など
の特徴に気づくことができる。
・�秦・漢と匈奴や鮮卑といった遊牧国家、唐とウイグルや吐蕃、日本や朝鮮といった、中国王朝とその近隣
諸国家との関係について課題を設定し、考察、表現することができる。

 第 2 章の目標

（1）�中央ユーラシアの風土…中央ユーラシアの地勢を概観し、そ
の特質とどのような人々が環境に適応していったのかを理解
させて、（2）・（3）および（4）の学習につなげる。

（2）�遊牧民の社会と国家…遊牧民の基本的な生活様式、騎馬遊牧
民の軍事的特色や国家形成の過程を理解させる。

（3）�スキタイと匈奴…（2）の具体例として、スキタイ文化の特色、
遊牧国家匈奴の動向、および遊牧民の活動の活発化が中央

授業の進め方と指導上の留意点第 1節

中央ユーラシアの地勢と遊牧諸勢力の移
動　タリム盆地を中央に、東はゴビ砂漠から中国
東北地方、西はカスピ海から黒海沿岸、北はシベ
リア平原、南はヒマラヤ山脈に囲まれた中央ユー
ラシアの地勢を大まかに把握させる。また、同地
でもっとも強勢を誇った匈奴、月氏を駆逐してイ
リ地方に移った烏孫、月氏が匈奴・烏孫の圧力で
ソグディアナに移って大月氏となり、インドのク
シャーン人がその流れを汲むといった各民族の移
動の過程を、鮮卑・フン人とともに概観させたい。

1 節 Ｑ 解答例 　中央ユーラシアの騎馬
遊牧民はその軍事力で、オアシス民は交易
の担い手として、ヨーロッパ・西アジア・
南アジアの諸地域と中国を中心とする東ア
ジアを結びつけ、各地域の歴史的展開に大
きな影響を与えた。

解答例 　広大な草原地帯に暮らす遊牧民は遊
牧と狩猟生活を基盤とし、オアシスの定住民は雪
解け水を利用した灌漑農業と交易に従事した。

発問例 　中央ユーラシアの風土にはどのよう
な特徴があるだろうか。
解答例 　パミールに連なる大山脈が季節風（モ
ンスーン）を遮ることで生じる、乾燥し、寒暖の
差が大きい大陸性気候が特徴。北方には東西にわ
たって広大な草原が連なっている。南方にはいく
つかの砂漠が広がり、そこには高山地帯の雪解け
水などを水源とするオアシスも点在している。

ユーラシアの東西に引き起こした変動を理解させる。
（4）�オアシス民の社会と経済…中央アジアのオアシス民の生活と

オアシス都市の特色、中国と抗争を繰り広げた遊牧国家との
互恵的関係について理解させる。

〔留意点〕騎馬遊牧民の活動や遊牧国家に関しては、単に（2）で
扱う戦闘能力の優位性や（3）で扱うその影響などのみを強調す
ることなく、（4）で扱う互恵的関係といった広範な東西ユーラシ
アの農耕民との関係性に留意して指導すること。

❶ � p.38の「遊牧民の生活風景」の図版を
示し、ゲルや羊について触れながら中央
ユーラシアの広大な草原における遊牧民
の生活への関心を高める。

❷ � p.40の「カナートの構造図」と「オア
シスの景観」の図版で水利構造を説明し、
オアシス国家への興味を高める。

導 入

板書例データ
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を進めたが、こうした集権的な政策は、匈
きょう

奴
ど

との戦いなどあいつぐ外征

による社会不安や財政難への対応でもあった。しかし、徳や礼を重んじ

る儒
じゅ

学
がく

がしだいに盛んになると、行き過ぎた集権的な政策を改めて、実

情の異なる各地域に配慮した政治を求める動きが高まった。これを受け

て、前 1 世紀末には、外
がい

戚
せき

（皇
こう

后
ごう

の親族）の王
おう

莽
もう

が儒学の理想にもとづく

新たな体制❶を築いた。

　王莽は、漢の皇帝から帝位を奪って新
しん

をおこしたが、さらに踏みこん

だ改革を進めたため、反発をまねいて支持を失った。匈奴との抗争や赤
せき

眉
び

の乱などの反乱によって新は滅亡し、豪
ごう

族
ぞく

を率いた漢の一族の 劉
りゅう

秀
しゅう

が、

皇帝（光
こう

武
ぶ

帝
てい

）となって漢を復興した（後
ご

漢
かん

）。光武帝は洛
らく

陽
よう

に都をおき、

前漢末の体制を継承した。しかしその後、皇帝側近の外戚・宦
かん

官
がん

❷が対

立を繰り返すようになり、 2 世紀後半には、こうした状況を批判した官

僚・学者が宦官によって大弾圧され（党
とう

錮
こ

の禁
きん

）、中央政府への信頼は失

われた。さらに 2 世紀末、宗教結
けっ

社
しゃ

の太
たい

平
へい

道
どう

が黄
こう

巾
きん

の乱をおこすと、各

地に軍事政権が割
かっ

拠
きょ

して、220年に後漢は滅んだ。

前45～後23

❶儒学が理想とする周
しゅう

の封
ほう

建
けん

制
せい

をまねて、天に仕える皇帝
が徳によって多様な地域を統
合するというもの。また、王
莽が整えた天をまつる儀式な
どは、その後の歴代の王朝に
受け継がれた。

8～23

18～27 前6～後57

在位25～57 25～220

❷後
こう

宮
きゅう

に仕える去
きょ

勢
せい

された男
性の呼称。

166、169

184

　そもそも秦
しん

・楚
そ

・燕
えん

・斉
せい

では、土地の肥
ひ

沃
よく

さや硬さが異なります。農具の大き
さや形状も地域ごとに違い、それぞれ適したものがあるのです。ところが国家が
鉄器の製造を一手に握り、規格を統一してしまったので、鉄製農具は使いにくく
なり、農民も不便を強いられることになりました。おかげで農民は耕作に疲れ、
土地は荒れ放題となって、みな困窮しております。 （著者訳）
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白登山

Q▶これは、武帝の死後に
役人と学者が塩・鉄の専

せん
売
ばい

の是
ぜ
非
ひ
を議論した記録であ

る。この一節から、鉄の専
売はどのような意味をもっ
ていたと考えられるだろう
か。
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漢代の社会と文化 Q▶  統一国家の出現は、社会や文化にどのような影響を
与えたのだろうか。

　戦国時代以降、小家族による戸
こ

が社会の基本単位となり、華
か

北
ほく

を中心

に鉄製農具や牛
ぎゅう

耕
こう

も広まった。しかし、自然災害や労
ろう

役
えき

の負担などで

人々は困
こん

窮
きゅう

し、土地を買い集めた豪族の奴
ど

隷
れい

や小
こ

作
さく

人
にん

となるものも多か

った❸ 。豪族の大土地所有を制限しようとする動きもあったが効果はあ

がらず、後漢時代には豪族が儒学を学んで官僚となり、国政に進出する

ようになった。

　漢代の初めは、秦で尊ばれた法
ほう

家
か

にかわり、ゆるやかな体制に適合す

る黄
こう

老
ろう

の政治思想 が重んじられた。武帝の時代には、董
とう

仲
ちゅう

舒
じょ

 の活躍など

で儒学の影響力が高まり、前漢末までに国家の学問としての地位を確立

し、経
けい

典
てん

も整理された❹ 。後漢時代には郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

において儒学が重視さ

れたので、儒学の研究・教育が盛んになり、経典の字句の解釈をおこな

う訓
くん

詁
こ

学
がく

が鄭
じょう

玄
げん

 らによって発展した。漢代には儒学のほかにも統一国家

を支える思想や技術が現れ、伝説の時代から武帝の治世までの歴史を紀
き

伝
でん

体
たい

❺ で記した司
し

馬
ば

遷
せん

 の『史
し

記
き

』が中国の歴史書の基本的なかたちをつく

ったほか、官吏の業務に必要な数学や公的な暦をつくる天文学の研究も

進み、さらに記録用の素材として紙が改良された。文学では、華北の古

い詩歌を集めた『詩
し

経
きょう

』が儒学の経典の 1 つとして重視されたほか、長江

流域の戦国時代以来の詩歌が『楚
そ

辞
じ

』にまとめられた。

　前漢末に儒学にもとづいた体制が定まると、以後これが中国の理想的

な国家像となった。今日でも用いられる「漢族」❻ 「漢語」「漢字」といった

表現は、漢王朝の歴史的な影響力を物語っている。中国外部の世界との

交流も盛んになり、中央アジアに派
は

遣
けん

された前漢の張
ちょう

騫
けん

 ・後漢の班
はん

超
ちょう

 ら

によって西方の事情が伝えられたほか、インドから仏教 も伝来した。ま

❸鉄製農具や牛耕の導入は費
用がかかるため、一般的な小
家族には導入しづらかったこ
とも、この背景にあった。

→p.34 前176頃～前104頃

❹当時重んじられた『易
えき

経
きょう

』
『書経』『詩経』『礼

らい

記
き

』『春秋』を
総称して「五

ご

経
きょう

」という。
127～200

❺王・皇帝など支配者の年代
記（本

ほん

紀
ぎ

）と臣下の伝記（列
れつ

伝
でん

）
を組み合わせて、歴史を叙述
する形式のこと。後漢時代に
班
はん

固
こ

（32～92）が編
へん

纂
さん

した『漢
かん

書
じょ

』によって定着した。一方、
年代順に記録するものは編

へん

年
ねん

体
たい

という。

前145頃～前86頃

❻現在の中国の人口の大多数
を占める民族。黄

こう

河
が

流域を中
心とした諸集団の長期にわた
る交流と融

ゆう

合
ごう

によって形成さ
れた。→p.41 32～102

→p.54

石経　後漢末期に洛陽の学校
に立てられた、儒学の経典を
刻
きざ

んだ石碑の一部。これによ
って、経典の字句の統一がは
かられた。写真は『春

しゅん

秋
じゅう

』の一
部で、囲みの部分には、宋を
盟
めい

主
しゅ

にして斉と楚（→p.33）が
会合を開いたことが刻まれて
いる。

牛耕　後漢時代につくられた墓室に刻まれた牛耕の様子（拓本）。
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『塩鉄論』禁耕　武帝の子・昭帝の時代、朝廷において専売制の是非を問う「塩
鉄会議」が開かれ、酒の専売が廃止された。『塩鉄論』はこの会議での官僚と

学者のやりとりを描いた書物で、昭帝に続く宣帝の時代に桓寛によって編まれた。こ
の一節は学者の発言である。
専売制は武帝の外征がまねいた財政窮乏を立て直すための経済政策として説明され

ることが多いが、実は南越・朝鮮の征服や河西への進出に先立って施行されたもので、
むしろ王国を経済的・軍事的に抑えこむ側面が強い。とくに鉄については、製鉄技術
の向上にともなって武器材料としての重要性が高まっていたため、その生産・流通を
国家が管理し、敵対勢力の手に渡ることを防ぐことには意義があった。一方で、地域
の実情を考慮せず画一的につくられた鉄製農具は、当時の人々の目に強引な統一政策
の象徴と映ることもあった。

秦・前漢時代のアジア　この地図では、
秦と比較して漢が西側に支配領域を拡大していっ
た理由を考えさせたい。パルティアの西方には大
国ローマがあり、漢は中央ユーラシアの交易ルー
トに沿って領土を広げた。張騫の報告により西域
の事情が判明すると、武帝は河西回廊と呼ばれた
オアシス地帯に武威（この都市は地図にはない）・
張掖・酒泉・教煌の4郡を設置し、拠点とした。
武帝が平定した南越や朝鮮半島の楽浪、後漢時代
に「大秦王安敦」の使節が到達した日南の位置な
ども確認できる。また遊牧国家の領域を図示する
ことは難しいが、新たに匈奴の最大領域を示して
ある。

武帝の外征　武帝の積極的な対外政策の
背景には、匈奴や南越との対抗関係だけでなく、
皇帝と王との対立、困窮した農民の増加といった
国内の諸課題があった。武帝は匈奴との戦争を口
実に王の権限を奪って集権化を進めつつ、匈奴を
撃退して獲得したオルドスに貧困者を開拓民とし
て送りこんだ。そのようにして高まった国力と精
強化した軍隊を利用して、南越や朝鮮を征服し、
東方・南方の安定化をはかったのである。

王莾が築いた新たな体制　p.62「留意
点：漢における儒教や王莾の扱い、評価など」参
照。

黄巾の乱はなぜ後漢を滅亡させたか　こ
の反乱は、特定の宗教の信徒集団が新政権を樹立
するという明確な意図をもって蜂起した、中国史
上最初のものである。張角が創始した太平道は、
病気治癒を柱とする道教系の教団で、「方」と呼
ばれる36の軍事集団に組織化されていた。王朝
側は台頭してきた当初から弾圧を試みたが、それ
は逆に信徒たちの結束を高め、呼応する農民反乱
や豪族の蜂起が続発する結果となった。政権は宦
官の専横排除を理由に地方豪族の軍事集団を洛陽
に招き入れたため、彼らが政治の主導権を奪い合
う混乱のなかで、後漢は滅亡した。

物価調整策　均輸・平準の政策が打ち出
されるまで、中央官府は地方から納められた銭に
よって、長安で物資を買いつけていた。当然、長
安一帯では物資が欠乏し、物価もひどく高かった。
物資の調達価格が高ければ、国家の支出は多くな
る。そこで、国家が地方から集める品目を銭以外
の物資にまで拡大し、物価を一定水準に保ったの
が平準である。同時に、物流を効率化して無駄な
輸送コストを削るため、全国各地に担当官を配置
し、管轄範囲内の郡県から集めた物資を長安に一
括して送らせるとともに、各地域で物資が不足し
た場合には、中央からだけでなく地域間でも融通
しあえるようにした。これが均輸である。大幅な
コストカットは財政改善に寄与したが、民間の遠
隔地交易と競合したので、人々からは不満の声も
上がった。

史料Ｑ解答例 　地域の実情を考慮せず画一的につくられた鉄製農具のように、国家
による集権的な政策であった。
〈補足〉塩・鉄の専売は南越国・衛氏朝鮮の征服や河西への進出に先立って施行され
たもので、財政再建策というよりも、諸王国の統治に干渉して国内の経済的統合をは
かる政策としての性格が強かった。またそれと同時に、武器材料に転化しうる鉄の生
産・流通を国家の管理下におくという意味で、軍事面における諸王国への「干渉」で
もあった。
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権を正当化し，スルタンが支配の象徴としてのカリフを庇護
するという理論が完成するのはマムルーク朝期のことで，お
もにマムルーク朝やオスマン朝の君主がスルタン号を用いた。
その一方で，アイユーブ朝のようにスンナ派の王朝でありな
がらスルタンではなくマリクを称した王朝，イル =ハン国の
ようにカリフと関係を持たないのにスルタンを称した王朝な
ど様々な事例があり，それぞれの王朝によりスルタンという
称号が持つ意味合いは異なった。

マドラサ（学院）　　ウラマー養成のための寄宿制の高等教育
施設。法学を中心に，コーラン諸学，ハディース学，神学，
言語学，古詩学などが教授される。11世紀後半セルジューク
朝宰相ニザーム =アルムルクがバグダードなど主要都市にマ
ドラサを建設したことを契機に，君主や軍人らによるマドラ
サの寄進・建設が一般化した。運営には寄進者の意向が大き
く反映されたため，マドラサは権力者がウラマーを育成し統
制する重要な手段となった。その多くは中庭を囲む四辺形の
形をとり，中庭に面したイーワーンと呼ばれる空間で講義が
行われる。図書館，厨房，宿舎も付設され，教授には給与が，
学生には衣食住が提供された。ただし，モスクがマドラサと
して使われたり，逆にマドラサが礼拝所としての機能を果た
すこともあり，他の宗教施設との区分は往々にして明確では
ない。

イクター制　　イクターとはアラビア語で「分与地」あるい
は「そこからの徴税権」を意味し，その保有者をムクターと
いう。初期イスラーム時代には官僚・軍人には俸給という形

詩人ウマル ＝ハイヤーム 　『四行詩集（ルバイヤート）』
で名高いウマル ＝ハイヤーム（1048〜1131）は，セル
ジューク朝期に活躍した数学者・科学者であり，天文台
の建設やきわめて正確な太陽暦ジャラーリー暦の制定に
携わった。現在は詩人としても有名だが，当時は決して
高い評価を得ていなかった。彼の詩作が脚光を浴びるよ
うになったのは，1859年に英詩人E ＝ フィッツジェラ
ルドが英訳を発表して以降の話である。この訳は原典に
忠実な訳ではなく，むしろウマルの詩にインスピレーシ
ョンを得てつくられた独自の英詩と評価される。この英
詩が好評を博したことにより，東洋学者がウマルに関心
を抱くようになり，原典テクスト・各国語訳・研究書が
続々と刊行されるようになった。しかしウマルの写本に
は偽作も多く，真作・偽作をめぐる問題はいまだに解決
していない。人生のはかなさを歌い，反イスラーム教的
とも評価される彼の詩は日本語にも訳されている。「あ
われ，人の世の旅隊は過ぎてゆくよ/この一瞬をわがも
のとしてたのしもうよ/あしたのことなんか何を心配す
るのか？　酒姫よ！ /さあ，早く酒盃を持て，今宵も過
ぎてゆくよ！」（オマル・ハイヤーム〈小川亮作訳〉『ルバイヤート』
〈岩波書店，1979年〉参照）

2 　西アジアの動向

マムルーク　　「マムルーク mamlūk」とはアラビア語で「所
有されたもの」つまり「奴隷」一般を意味する言葉だが，ア
ッバース朝以降，トルコやチェルケスなど白人系の奴隷身分
出身の軍人を指す言葉として定着した。とくにマムルーク朝
では，支配階級の奴隷軍人に対する呼称となった。トルコ系
マムルークを最初に大量に購入し親衛隊をつくったのはアッ
バース朝カリフのムータスィム（在位833～842）である。そこ
で軍人として活躍した者の中には，奴隷身分から解放され軍
団の司令官や地方総督に抜擢される者もあらわれた。以後マ
ムルークは軍事の主力となり，ブワイフ朝やセルジューク朝
などの軍隊の主力には常にマムルークがいた。マムルーク朝
がそのように呼ばれるのは，アイユーブ朝時代に編制された
マムルークによって樹立された王朝であるためである。

セルジューク朝（Saljūq 1038～1194）　　中央アジア出身の
トルコ系のセルジューク家による，イラン・イラクを中心に
西アジアから中央アジアにかけての広い地域を支配したスン
ナ派王朝。10世紀後半にイスラーム教に改宗したセルジュー
ク家はアラル海東方で勢力を拡大ししだいに南下，初代君主
トゥグリル =ベクがニーシャープールに入城した1038年が王
朝樹立の年とされる。1040年ダンダーナカーンの戦いでガズ
ナ朝を撃破するとホラーサーンの支配権を獲得，55年にはつ
いにバグダード入城を果たした。ブワイフ朝にかわりカリフ
を保護することになったセルジューク朝の君主にはスルタン
（支配者）の称号が授けられ，軍事・行政上の権限を委ねられ
た。ただし近年の研究により，スルタン号はこれ以前にすで
に使用されていたことが判明しており，称号の授与は実際に
は現状追認的な意味しか持たなかった。第 2代アルプ =アル
スラーンは1071年マラーズギルドでビザンツ帝国軍を撃破，
最盛期は第 3代マリク =シャーの治世で，その領域は西はア
ナトリアから東は中央アジアにまでおよんだ。セルジューク
朝宮廷ではペルシア系の知識人が活躍し，詩人ではウマル =
ハイヤーム，神学者ではガザーリーなどを輩出した。また，
最盛期に宰相を務めたニザーム =アルムルクはバグダードや
その他の主要地方都市にニザーミーヤ学院を建設し，スンナ
派法学・神学の振興と人材の養成をはかった。

スルタン（sult・ān）　　セルジューク朝以降，おもにスンナ派
を奉じる王朝の君主が用いた称号。コーランの中でこの言葉
は神に由来する権威，権能，証左の意味で用いられている。
この称号を王朝の君主が自称する事例はセルジューク朝以前
にも散見されるが，アッバース朝が公認した事例はトゥグリ
ル =ベクが最初。以後セルジューク朝君主がスルタンを称す
るのが慣例化するが，12世紀になりその支配が弱まるとホラ
ズム =シャー朝などの地方政権の君主もスルタンを称するよ
うになり，スンナ派世界の実力者の称号としてしだいに一般
化した。カリフが世俗君主にスルタンの称号を与えその支配

第6章　イスラーム教の伝播と西アジアの動向 ＜詳世p.111　新世p.108　高世p.97＞
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世界史探究共通

教科書
データ

①教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ
②教科書本文・注・史料テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ
③教科書掲載地図・図表 JPEG カラー・モノクロ２種の画像データ
④教科書掲載問い・解答例一覧 Excel 問いと解答例の一覧
⑤指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ
⑥板書例テキスト Word 板書例のテキストデータ
⑦年間指導計画・評価規準例 Excel カリキュラムにあわせて加工が可能

教科書
準拠教材

⑧授業用スライド PowerPoint 教科書の節ごとに構成
問いの解答例も収録

⑨授業用スライド対応ワークシート Word スライドに対応したワークシート

⑩準拠テスト例 Word 小問ごとに観点別評価を明記
テストに対応したルーブリック（評価規準表）例付き

⑪準拠ノート PDF    Word 『詳説世界史授業用整理ノート』の紙面データ
⑫白地図集 JPEG プリント用・黒板用２種の画像データ
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